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事 業 概 要





道 路 整 備 事 業（道路拡幅）

町田街道（八王子市東浅川町）

八王子 3･3･13 号線（八王子市打越町）

街 路 整 備 事 業（アンダーパス整備）



橋梁整備事業（橋梁架替）

松枝橋（八王子市四谷町～楢原町）

安全施設事業（視距改良） 

高月楢原線（都 186 号）（八王子市犬目町地内）



中小河川整備事業（護岸改修） 

城山川（八王子市元八王子町二丁目地内 出羽橋上流）

川口川（八王子市犬目町地内 唐犬橋）

中小河川整備事業（護岸改修） 



河川防災事業（堤防嵩上） 

南浅川（八王子市横川町地内、最下流部）

 大栗川（八王子市大塚地内、堰場橋下流）

河川防災事業（護岸整備） 



路 面 補 修 工 事 

一般都道町田平山八王子線（第155号）平山通り 八王子市別所 

路 面 補 修 工 事 （ 歩 道 改 善 ) 

一般都道上館日野線（第173号）北野街道 八王子市館町 



橋 梁 耐 震 補 強 工 事 

一般都道町田平山八王子線（第155号）平山通り 平山陸橋 

橋 梁 耐 震 補 強 工 事

主要地方道八王子五日市線（第32号）秋川街道 萩原橋 



道路施設整備工事（トンネル照明のLED化）

一般都道町田平山八王子線（第155号）平山通り 堀之内第一トンネル 

電 線 共 同 溝 整 備 工 事 

一般都道町田平山八王子線（第155号） 八王子市別所一丁目 



道 路 災 害 防 除 工 事 

主要地方道山田宮の前線（第61号）美山通り 八王子市美山町 

橋 梁 維 持 工 事 （ 塗 替 え ） 

主要地方道八王子あきる野線（第46号）高尾街道 敷島橋 



ま  え  が  き 

南多摩西部建設事務所の所管区域は、南多摩の西部、八王子市、日野市の二市で

あり、面積は 213.9  と東京都全体のほぼ一割にあたります。三方を山に囲まれ、

東に関東平野が開ける地形であり、山岳地域と市街化地域の両方の地域を有してい

ます。 

当事務所は、 

① 多摩地域のまちづくりに資する都市基盤の効果的・重点的な整備と効率的・

計画的な管理 

② 土砂災害対策など高度防災都市づくりの実現 

③「都民ファーストでつくる『新しい東京』～ 2020 年に向けた実行プラン～」

事業の着実な推進と早期の事業効果発現 

を目標に事業を推進していきます。

具体的には、道路事業では、圏央道アクセス道路として全線開通した新滝山街道

と日野市を結ぶ八王子３・４・２８号の新設、地域を支える北野街道（日野３・４・

３、八３・３・１３）の拡幅や JR 八高線との立体交差などの都市計画道路整備を、

都市環境にも配慮して進めています。併せて、交通渋滞解消に向けた「交差点すい

すいプラン」、松枝橋の架け替え、災害時緊急輸送道路等の橋梁の長寿命化や電線類

の地中化などを着実に進めて、道路ネットワークの充実に取り組んでいます。 

河川事業では、谷地川、湯殿川、川口川、城山川の改修に加え、今年度から大栗

川の河川環境整備事業にも着手し、水害に対する安全性の向上に努めるとともに、

併せて潤いのある水辺空間の整備にも取り組んでいます。 

また、護岸の定期点検を実施し、損傷個所について計画的に補修工事を進めてい

きます。 

さらに、土砂災害対策として、初沢地区の砂防事業、高尾地区や山田地区の急傾

斜地崩壊対策事業等のハード対策を着実に進めるとともに、ソフト対策として南大

沢地区などで土砂災害警戒区域の指定を進めます。 

 今年度も、「魅力にあふれ、活力に満ち、安心・安全が確保された多摩」の実現を

目指し、地元市、関係機関との連携の下、住民の皆様、都民の皆様のご理解とご協

力を得ながら、皆様が「安全になった」「よくなった」と実感できる道路や河川の環

境づくりに積極的に取り組んでまいります。 
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第１ 事務所の概要 

１ 沿 革 

昭和17年 7月 1日 東京府が、市町村を指導するための総合行政機関として、東京府南

多摩地方事務所（土木課）を設置 

昭和18年 7月 1日 都制が施行され、東京都南多摩地方事務所（土木課）と改称 

昭和39年 7月 1日 東京都南多摩事務所（土木課）と改称 

昭和44年 4月 1日 東京都南多摩建設事務所が設置され、庶務、管理、用地、工事第一、

工事第二、霊園建設の６課で発足 

昭和45年 4月 1日 補修課を新設 

昭和46年 4月 1日 用地課を用地第一課、用地第二課に分割 

昭和48年 4月 1日 用地第三課を増設 

昭和54年 4月 1日 霊園建設課が西部公園緑地事務所に移管 

昭和60年10月 1日 事務所を西部と東部の二事務所に分割、東京都南多摩西部建設事務

所が設置され、庶務、管理、用地、工事、補修の５課で発足 

平成元年 4月 1日 工事課を工事第一課、工事第二課に分割 

平成13年 4月 1日 工事第一課と工事第二課を統合し、工事課を設置 

平成14年 4月 1日 新滝山街道工事事務所を設置 

平成25年３月31日 新滝山街道全線開通（３月）に伴い、新滝山街道工事事務所を廃止 

平成25年 4月 1日 工事課に工事担当係を設置 



２ 所管区域 

（1）区 域（図－1） 

 八王子市、日野市 

（2）面 積（表－1） 

 213.93k㎡ 

 （八王子市 186.38k㎡、日野市27.55k㎡） 

 都全体に占める割合 9.8％ 

（3）人 口（表－1） 

 765,209人(東京都総務局統計部人口統計課編－東京都の人口(推計)平成28年4月1日現在) 

 （八王子市 577,960人、日野市 187,249人） 

 都全体に占める割合 5.6％ 

（4）地 勢 

 北に秋川丘陵、西に関東山地、南に多摩丘陵と三方を丘陵や山地に囲まれた盆地状の地勢

で、東は平坦部が都心に続いている。 

（5）道 路 

 東西を国道20号（甲州街道・日野バイパス）と中央自動車道が走り、南北に国道16号（東

京環状）や圏央道が走っている。 

 当事務所が管理する道路は、一般国道1路線（411号 滝山街道）、主要地方道7路線及び一

般都道21路線合わせて29路線で、総延長は約178kmである。 

 この他、一般橋梁131橋、横断歩道橋10橋、人道橋16橋、立体交差施設4箇所、トンネル10

箇所などを管理している。 

（6）河 川 

 ほぼ中央を西から東へ浅川が流れ、これに中小の河川が合流している。当事務所が管理す

る河川は、八王子市及び日野市を流れて、多摩川の中流右岸に合流する多摩川水系の18の一

級河川で、総延長は120 kmである。 



図－１ 所管区域 

表－１ 面積と人口(東京都の人口－推計) 

地域 都全体 23区 多摩地区

区分 八王子市 日野市 との比率 との比率 との比率

213.93 186.38 27.55 2190.93 626.70 1,160.06 9.8% 34.1% 18.4%

765,209 577,960 187,249 13,646,764 9,385,465 4,235,345 5.6% 8.2% 18.1%

－－－3,65114,976

人　　口

管　内 都

人口密度 6,7973,1013,577 6,229

(平成29年4月1日現在)

23区 多 摩

内　　訳

面　　積

(㎞2)

(人)

(人/km2)

八王子市 日野市 



３ 組織と事務の分掌 

当事務所の組織は、5課、28担当、3工区で構成され、現在の職員数は92名、一般職非常勤職員

15名である。（平成29年4月1日現在） 

また、事務所・工区事務所の所在地は表－2のとおりである。 

用地専門課長

(

)(

)

)

(

(

用地課 (

(用 地 担 当

)

)

)

(

河川管理担当

調 整 担 当

監 察 担 当

工 事 調 整 担 当

人事、給与、福利厚生、文書、公文書の開示、広報・広聴、

公有財産管理、自動車管理、その他庶務

物品・資材の調達、契約、進行管理、貸与被服

会計、前渡金、現金・有価証券・物品の出納保管、

)

)

( )検 査 担 当

道 路 台 帳 担 当

庶務課 (

(経 理 担 当

庶 務 担 当

車両制限令に基づく指定事務、道路事業用財産の管理等

道路区域の決定・変更、道路の占用許可、道路占用料の徴収、

工事及び工事用材料等の検査

道路区域の表示・証明、土地(建設局・国土交通省所管)の

道路管理担当

南多摩西部
建設事務所

所長の命を受けた事項

(6)

用地取得事務に係る専門的事項の助言、指導

河川等の調査、占用・使用の許可、流水占用料の徴収、

)

道路・河川の事業用地の取得及びこれに伴う損失補償

道路・河川の事業用地の取得に伴う連絡調整

道路工事・道路占用工事の調整等

管理課

不法占用の取締

道路・河川・砂防指定地・急傾斜地崩壊危険区域の監察、

河川等(事業用地を含む)の管理

境界確定、境界図の閲覧及び証明

道路台帳の整備、道路区域等の調査・測量、道路幅員証明、



(

(

(

測 量 担 当

(

(

補修課

工 事 担 当

設 計 担 当

工 務 担 当

工　区

工事課

道路設計担当

工 務 担 当

道路工事担当

河川設計担当

道 路 設 計
総 括 担 当

河 川 設 計
総 括 担 当

河川の防災工事、しゅんせつ・その他維持及び災害復旧工事、

設計・工事・設計変更・精算

道路・橋梁及びこれらの附属物の維持補修に伴う計画・調査・

技術指導

道路・橋梁等の維持補修工事に係る連絡及び調査、道路占用等の

道路・交通安全施設等の新設及び改築に伴う計画・調査・設計

道路・橋梁・交通安全施設、河川、砂防及び急傾斜地崩壊防

止等の工事の工程管理及び連絡調整、市町村土木補助(道路

及び河川関係)、水防、防災行政無線・テレメーターの管理、

都市計画法第66条の周知及び相談

道路・橋梁等の新設及び改築に伴う計画・調査・設計

八王子東工区

日 野 工 区

河川整備・砂防・急傾斜地崩壊防止工事に伴う計画・調査・設計

工事に係る測量、建築に係る道路境界線測量

道路・橋梁・交通安全施設、河川及び急傾斜地崩壊防止工事等の

道路・橋梁及びこれらの附属物の維持補修に伴う計画・調査・設計

河川の維持(管内図参照)

工区内道路・河川工事の測量・調査・工事監督、道路・

変更・精算、地下埋設物及び占用物件の協議

道路・橋梁・交通安全施設等の新設及び改築に伴う工事・設計

及び監督・設計変更・精算

道路・橋梁・交通安全施設等の新設及び改築に伴う工事の施工

土砂災害警戒区域等の指定

占用物件の移設、損害賠償

河川整備・砂防・急傾斜地崩壊防止工事に伴う設計変更・精算、

設計変更、河川維持工事に伴う占用物件の移設

)

(

(

(

(

(

維 持 担 当

河川工事担当

工 事 担 当

)(

(

(

(

)

(

(

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)八王子西工区



表－２ 事務所の所在地 

FAX 042(646)5313

徒歩約5分

入口下車

 団地行バス、宝生寺団地

 京王八王子駅から宝生寺

 JR八王子駅、

FAX 042(651)3810

電話 042(651)3944

電話 042(651)3840

FAX 042(642)4592

電話 042(642)9046

電話 042(642)4596

(浅川河川敷)

686番地先

八王子市西寺方町

〒192－0153

 大和田坂下下車

 日野・豊田方面行バス、

 京王八王子駅から

 JR八王子駅、

五丁目25番8号

八王子市大和田町

〒192－0045

八 王 子 西 工 区

八 王 子 東 工 区

日 野 工 区

 徒歩約15分

 京王線高幡不動駅から

FAX 042(586)3414

電話 042(581)9059

電話 042(581)0457

 徒歩約5分

 京王八王子駅から

 徒歩約10分

三丁目19番2号

 徒歩約5分

交 通 機 関 電 話

八王子市明神町

〒192－0046  JR八王子駅から

電話 042(643)2604

事 務 所 名 所 在 地

六丁目27番5号

〒191－0024

南多摩西部建設事務所

日野市万願寺



表－３ 職員配置表 

(平成29年4月1日現在)

注) 用地課管理職には用地専門課長１名を含む。

※の数値には再任用職員を含む。

育児休業等職員を除く。
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   5

   2    5

   1    4

  28
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   3
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   3

   2

  12

   3

   1

   1

   5    2    2   11   92   15  11   20   20   32

     2    2

   1

   3

   2    1

   1

   5

   1

  11    3

   3

   1計

計

八王子西工区

八王子東工区

日 野 工 区

    1

   1

合　　計

   1

   2      4   16

計

   2

    1  

工 務 担 当

庶 務 担 当

   2

庶

務

課

管

理

課

用 地 担 当

計    1

経 理 担 当

検 査 担 当

計

定数

   1

   5

  10

   1

   4

計

用
地
課

工

事

課

   1

補

修

課

工

区

測 量 担 当

維 持 担 当

河川工事担当

調 整 担 当

監 察 担 当

河川管理担当

道路台帳担当

道路管理担当

工事調整担当

工 事 担 当

道路工事担当

道路設計担当

河川設計担当

河川設計総括担当

道路設計総括担当

工 事 担 当

工 務 担 当

設 計 担 当

一般職
非常勤
職　員

管 理職

   2

技 術 技能事 務
合 計

一 般 職 員
再任用
(再掲)

   4

   2

   6

   1

   4

   1

   1

    2

   1

  11

   2

   4

   1

   6

   1    1

   3

   8

   1

   1

   2

   1

   1

   1

   1

   1

   2

   3

   3

   1

   1

   1

   3    8

   1    1

   5    5

   6    6

   1

  14

   1    3

   1    1

   2    6

   1    4

技 術
課長代理 担 当

   3   1

   1    3

事 務

担 当課長代理

   1

   2

   1

   1

   1    1

   1    2

   1    2

   1    1

   1    3

   1    1

   1    2

   1    1

   1    1

   1    2

   1    2

  10   17

   1    1

   1    2

   3    6

   1    4

   1    3

   3    8

   1    2

   1    2
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  15
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  11
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  13

1
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  88

  11
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   3
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第２ 道路事業 

管内の広域的幹線道路は、東西道路として中央自動車道と国道20号（甲州街道・日野バイパス）、

南北道路として国道16号（東京環状、八王子バイパス）と首都圏中央連絡自動車道（圏央道）があり、

これを地域的幹線として都道が補完し、市道と合わせてネットワークを形成している。 

現在、当所が管理している道路は、一般国道1路線、主要地方道7路線及び一般都道21路線の合わせ

て29路線であり、総延長約180km、面積約2.89k㎡である。（表－7参照） 

所管する地域では開発事業が盛んに進められ、市街地の拡大とそれに伴う生活圏の拡大が続いてき

た。また、八王子市北西部には首都圏の工事現場や生コン工場等に砕石を供給する砕石採取場や、季

節的に交通需要の発生する大規模霊園も多く立地している。 

こうした中、管内の都道については、整備を必要とする道路も多く、歩行者の安全と車両のスムー

ズな流れの確保や交通渋滞の解消が大きな課題となっている。 

これまでも道路の新設や拡幅、あるいは交差点の改良、歩道設置等を実施し、多摩の中核都市にふ

さわしい道路の整備を目指してきたが、引き続き事業の一層の推進に努めていく。 

道路事業の主な整備手法としては、都市計画法に基づく街路整備事業と、道路法に基づく道路整備

事業の二つを挙げることができる。 

街路整備事業としては、八王子3・3・13号（北野街道）のＪＲ横浜線立体交差部の整備をはじめ、

八王子3・4・28号（Ⅰ期）ＪＲ八高線立体交差化の整備とともに、八王子3・3・10号（台町）、八王子

3・4・28号（Ⅱ期：谷地川渡河）、日野3・4・3号（三沢Ⅰ期、三沢Ⅱ期）において、用地取得及び整

備工事を進めている。 

道路整備事業としては、八王子市北西部を通る秋川街道（主要地方道第32号）[楢原]や八王子市を

南北に通る町田街道（主要地方道第47号）[東浅川]、日野市を東西に通る北野街道（一般都道第173

号）では、用地取得及び整備工事を進めている。 

街路整備事業、道路整備事業の他にも、松枝橋や日野橋の架け替えなどの橋梁整備事業や、歩行者

や自転車の安全確保のための歩道の拡幅、交通の円滑化を図るための交差点改良などの安全施設事業

に取り組んでいる。 

 さらに、景観に配慮し災害に強い道路づくりの一環として電線類の地中化にも取り組んでいる。



表－７ 管理道路一覧 

路 線 名 
（ 通 称 名 ） 

(ｍ）

道路 
延長 

(㎡)

面積 

面 積 内 訳 (㎡)

橋梁 
面積 

側溝延長 
南西建管理区間 

起  点 
終  点 

(㎡)

車道 
(㎡)

歩道 
(㎡)

その他 
(ｍ)

右側 
(ｍ)

左側 

1 一般国道  

一般国道411号 

（滝山街道） 
6,313 67,423 41,101 9,730 16,592 0 2,114 3,949 

八王子市左入町450 

八王子市戸吹町2100 

2 主要地方道 

(左欄は整理番号) 

20 府中相模原線 
（野猿街道） 

11,662 283,262 157,548 65,087 60,627 2,340 10,459 9,510
日野市落川1431 
八王子市鑓水1416 

32
八王子五日市線 
（秋川街道） 11,386 129,218 73,276 34,291 21,651 2,231 9,503 10,217

八王子市八木町6 
八王子市上川町474 

41 稲城日野線 
（川崎街道） 

5,194 63,291 39,924 19,107 4,260 3,555 3,429 4,062
日野市落川1116 
日野市日野本町1-13 

46
八王子あきる野線 
（高尾街道） 

10,933 230,949 107,789 72,146 51,014 5,914 10,153 8,866
八王子市東浅川1071-1 
八王子市戸吹町163 
あきる野市牛沼字小松平475-1 

47
八王子町田線 
（町田街道） 3,660 63,712 37,683 14,061 11,968 251 3,199 3,097

八王子市東浅川1098
八王子市館町2921 

59
八王子 
武蔵村山線 

（多摩大橋通り）
4,260 67,536 42,144 17,304 8,088 1,977 3,491 3,716

八王子市大和田町4-1 
八王子市小宮町373 

61
山田宮の前線 
（山田通り・美山
通り) 

11,498 190,441 80,119 51,376 58,946 5,944 8,045 8,776
八王子市上川町3360 
八王子市元八王子町3-2220 

計 58,593 1,028,409 538,483 273,372 216,554 22,212 48,279 48,244

3 一般都道 

(左欄は整理番号) 

149 立川日野線 1,461 35,994 19,538 11,087 5,369 9,220 1,089 1,162
立川市柴崎町6-168 
日野市日野本町6-1 

155
町田平山 
八王子線 

（平山通り） 
11,622 215,519 116,732 53,799 44,988 9,796 9,855 8,638

八王子市別所2-56 
八王子市大和田2-10 

156
町田日野線 
（多摩ﾓﾉﾚｰﾙ通り）

2,891 92,306 41,440 21,452 29,414 1,622 3,465 3,669
八王子市松が谷1220 
日野市程久保4-13 

158
小山乞田線 
（多摩ニュータウン通り） 

4,833 166,189 78,767 49,174 38,248 － 5,470 6,058
八王子市南大沢5-1032-1 
多摩市中沢1-37 

159 豊田高幡線 1,636 12,641 8,059 1,354 3,228 36 204 472
日野市豊田2-49 
日野市上田656 

160
下柚木八王子線 
（野猿街道） 

6,262 133,608 72,675 39,460 21,473 866 4,078 4,120
八王子市下柚木2-6 
八王子市横山町10 

162 三ツ木八王子線 1,582 16,919 7,641 3,064 6,214 － 949 1,446
八王子市平町521 
八王子市宇津木町799 

166
瑞穂あきる野 

八王子線 
5,668 68,941 35,174 16,139 17,628 1,643 4,093 4,313

八王子市高月町1236 
八王子市横山町19 

169 淵上日野線 9,545 282,703 117,251 53,135 112,317 4,381 8,669 9,356
八王子市滝山2-409 
日野市新町1-1 



路 線 名 
（ 通 称 名 ） 

(左欄は整理番号)

(ｍ)

道 路 
延 長 

(㎡)

面積 

面 積 内 訳 (㎡)

橋 梁 
面 積 

側 溝 延 長 南西建管理区間 
起  点 
終  点 

(㎡)

車道 
(㎡)

歩道 
(㎡)

その他 
(ｍ)

右側 
(ｍ)

左側 

173
上館日野線 
（北野街道） 

11,911 158,908 84,491 47,434 26,983 178 9,711 9,427
八王子市館町636 
日野市南平4-1 

174 長沼北野線 1,405 30,150 16,495 7,118 6,537 582 1,088 1,022
八王子市長沼町365 
八王子市北野町791 

176 楢原あきる野線 1,432 9,886 6,376 1,410 2,100 － 562 634
八王子市楢原町454 
八王子市戸吹町184 

186 高月楢原線 3,580 18,113 12,098 － 6,015 66 548 1,613
八王子市高月町477 
八王子市楢原町563 

187 多摩御陵線 844 25,023 9,299 11,037 4,687 1,256 759 732
八王子市長房町1334 
八王子市東浅川190 

189 高尾山線 3,133 17,107 13,823 － 3,284 171 121 130
八王子市高尾町2180 
八王子市高尾町2469 

235 豊田停車場線 1,324 30,997 16,678 12,764 1,555 － 1,357 1,230
日野市多摩平1-1 
日野市多摩平5-1 

256 八王子国立線 5,230 93,857 51,732 28,285 13,840 4,398 4,503 4,445
八王子市高倉町7-14 
立川市錦町6-248 

503
相模原立川線 
（多摩ﾓﾉﾚｰﾙ通り）

10,605 154,797 80,289 39,367 35,141 3,794 9,961 7,336
八王子市南大沢3-20 
日野市日野7774 

506 八王子城山線 6,194 88,118 53,999 23,714 10,405 1,077 4,758 5,145
八王子市八日町5 
八王子市大船町8850 

516 浅川相模湖線 6,252 35,065 26,939 295 7,831 75 4,100 555
八王子市西浅川町19 
八王子市裏高尾町都県境

521
上野原八王子線 
（陣馬街道） 

18,978 168,455 108,398 28,947 31,110 2,697 13,968 10,734
八王子市上恩方町都県境 
八王子市追分町14 

 計 116,388 1,855,296 977,894 449,035 428,367 41,858 89,308 82,237

総 計 181,294 2,951,128 1,557,478 732,137 661,513 64,070 139,701 134,430



1 道路・街路の整備 

道路や街路の新設・拡幅は、道路のもつ公共的性格と新設・拡幅が私権の制約を伴うことが多いた

め、段階を踏んで慎重な手続きで進められる。 

事業を進めるための都市計画法上の手続きや、必要に応じ、環境影響評価等の諸手続きを行う。事

業実施に際しては、事業内容や測量実施方法等について、地元関係者の理解と協力を得るための「事

業説明会」を開催する。次に事業用地の取得手続きに入るための「用地説明会」を開催し、用地の確

保を進める。 

工事着手に際しては、「工事説明会」を開催して工事内容を説明し、工事に対する理解や協力を得

ることとしている。 

こうした手順を経て整備を進め、竣工後、道路として使用される道路・街路の供用開始告示をして

整備事業は完了する。 

都市計画道路の事業概要は、表－８のとおりである。 

管内の道路の整備状況を道路率(道路率(％)＝道路面積／行政区画面積×100)でみた場合、多摩地

域は6.6％であり、八王子市が7.8％、日野市が12.1％となっている。また、都市計画道路の完成率で

みると都全域で約6割であり、多摩地域が59％、当所管内が、71％となっている。(表－９、10参照) 

平成28年度の道路・街路・交通安全施設事業の実績、平成29年度の事業計画は表－11、表－12のと

おりである。 



表－８ 都市計画道路の事業概要(1) 

都市計画 

道路名 

区   間 
幅員 

（ｍ）

延長 

（ｍ）

計 画 告 示 事業認可告示 
事業 

年度 
摘  要 

起 点 終 点 年月日 番 号 年月日 番 号 

八王子 

3・4・63号 

八王子市 

東浅川町 

八王子市 

四谷町 

18～
20 

2,710 S38.8.3 
建告 

第1910号 

建告 

第  号 

S.47 

～H.13

主46号 

高尾街道 

八王子 

3・4・63号 

八王子市 

東浅川町 

八王子市 

東浅川町 
18 340 S38.8.3 

建告 

第1910号 

建告 

第  号 

H.4 

～H.19

主47号 

町田街道 

（Ⅰ期）

八王子 

3・5・53号 

八王子市 

中野上町 

八王子市 

楢原町 
16 730 S36.10.5 

建告 

第2282号 

建告 

第  号 

H.3 

～H.17

主32号 

秋川街道 

日野 

3・4・8号 

日野市 

栄町四 

日野市 

栄町五 
16 660 S35.10.5 

建告 

第2282号 
H.8.8.22

建告 

第1751号 

H.8 

～H.24

日野 

3・4・3号 

日野市 

百草 

日野市 

百草 
18 325 S36.10.5 

建告 

第2285号 
H.7.11.29

建告 

第1880号 

H.7 

～H.20

主41号 

川崎街道 

（Ⅰ期）

日野 

3・4・3号 

日野市 

百草 

日野市 

落川 
18 650 S36.10.5 

建告 

第2285号 
H.9.11.28

建告 

第1998号 

H.7 

～H2.2

主41号 

川崎街道 

（Ⅱ期） 

八王子 

3・3・41号 

八王子市 

谷野町 

八王子市 

戸吹町 

36 1,600

H9.4.4 
建告 

第462号 
H.13.12.5

関地整告 

第 348号 

H.9 

～H.15
新滝山街道 

秋多 

3・2・17号 

あきる野市 

牛沼 

あきる野市 

牛沼 
H9.4.4 

建告 

第 473号 

建告 

第  号 

H.9 

～H.15
新滝山街道 

八王子 

3・3・41号 

八王子市 

丹木町一 

八王子市 

丹木町三 
36 1,090 H9.4.4 

建告 

第 462号 
H.13.12.5

関地整告 

第 348号 

H.13 

～.H22

新滝山街道 

（一工区） 

八王子 

3・3・30号 

八王子市 

大塚 

八王子市 

東中野 

22 1,820

S39.10.23
建告 

第3036号 
S.62.5.10

建告 

第1064号 

S.62 

～H.19

多摩都市 

モノレール 

関連街路

日野 

3・2・10号 

日野市 

程久保四 

日野市 

程久保四 
S39.10.23

建告 

第3019号 
S.62.5.10

建告 

第1063号 

S.62 

～H.19

多摩都市 

モノレール 

関連街路 

日野 

3・4・8号 

日野市 

程久保七 

日野市 

程久保一 
22 1,150 S36.10.5 

建告 

第2285号 

建告 

第  号 

S.62 

～H.19

多摩都市 

モノレール 

関連街路 

日野 

3・4・8号 

日野市 

程久保八 

日野市 

三沢三 
22 275 S36.10.5 

建告 

第2285号 
H.3.9.5 

建告 

第1588号 

H.3 

～H.13

多摩都市 

モノレール 

関連街路 

日野 

3・4・8号 

日野市 

三沢四 

日野市 

新井 

22～
8.5 

1,335 S36.10.5 
建告 

第2285号 
H.2.6.28

建告 

第1255号 

H.2 

～H.13

多摩都市 

モノレール 

関連街路 

八王子 

3・3・13号 

八王子市 

打越町 

八王子市 

打越町 

16～
8.5 

440 S44.3.4 
建告 

第 456号 
H.14.7.3

関地整告 

第 256号 

H.14 

～H.29

ＪＲ横浜線 

立体交差化 

北野街道 

日野 

3・4・8号 

日野市栄町 

一丁目 

日野市日野 

本町五丁目 
16 300 S36.10.5 

建告 

第2285号 
H.16.7.16

関地整告 

第 235号 

H1.6 

～H.23

JR中央線 

立体交差化 

八王子 

3・4・28号 

八王子市 

石川町地内 

八王子市 

石川町地内 

16～
32 

515 S38.10.5 
建告 

第2282号 
H.21.1.23

関地整告 

第16号 

H.20 

～H.31

ＪＲ八高線 

中央自動車道 

立体交差化 



表－８ 都市計画道路の事業概要(2) 

都市計画 

道路名 

区  間 
幅員 

（ｍ）

延長 

（ｍ）

計 画 告 示 事業認可告示 
事業 

年度 
摘  要 

起 点 終 点 年月日 番 号 年月日 番 号 

八王子 

3・4・63号 

八王子市 

狭間町 

八王子市 

東浅川町 
18 340 S38.8.3 

建告 

第1910号 
H.24.12.7 

関地整告 

第414号 

H.24 

～H.30

主47号 

町田街道 

（Ⅱ期） 

日野 

3・4・3号 

日野市 

南平三丁目 

日野市 

南平四丁目 
16 460 S36.10.5 

建告 

第2285号 
H.25.6.20 

関地整告 

第305号 

H.25 

～H.31

一173号 

北野街道 

（南平Ⅱ期） 

八王子 

3・4・28号 

八王子市 

石川町 

八王子市 

宇津木町 

15 

～ 

23 

1,140 S38.10.5 
建告 

第2282号 
H.25.6.20 

関地整告 

第306号 

H.25 

～H.31

日野 

3・4・3号 

日野市 

落川 

日野市 

三沢二丁目 
18 600 S39.10.23

建告 

第3019号 
H.25.12.5 

関地整告 

第481号 

H.25 

～H.32

主41号 

川崎街道 

（三沢Ⅰ期） 

八王子 

3・5・53号 

八王子市 

楢原町 

八王子市 

楢原町 
16 470 S36.10.5 

建告 

第2282号 
H.26.7.25 

関地整告 

第317号 

H.26 

～H.32

主32号 

秋川街道 

(楢原Ⅱ期) 

八王子 

3・3・10号 

八王子市 

緑町 

八王子市 

台町一丁目 
25 755 S36.10.5 

建告 

第2282号 
H.28.2.26 

関地整告 

第412号 

H.27 

～H.35

日野 

3・4・3号 

日野市 

三沢二丁目

日野市 

三沢三丁目 
18 900 S39.10.23

建告 

第3019号 
H.27.8.20 

関地整告 

第322号 

H.27 

～H.33

主41号 

川崎街道 

（三沢Ⅱ期） 

表－９ 道路率                      (平成28年4月1日現在）単位:㎡ 

事 項 
地 域 

年 公道総計 一般国道 都  道 区市町村道 
道 路 率 (％)

都全域 区部 多摩部 

都 全 域 

25 184,674,165
(9,204,047)
 7,122,385

40,899,513 127,448,220 8.4 16.3 6.5 

26 185,309,675
(9,212,504)
 7,122,385

41,061,454 127,913,332 8.5 16.4 6.6 

27 186,379,779
(9,655,932)
 7,122,385

41,250,352 128,351,110 8.5 16.4 6.6 

28 187,047,726
(9,402,232)
 7,436,636

41,407,999 128,800,859 8.5 16.4 6.6 

管内 

八王子市 28 14,639,600
(2,178,292)

 894,515
2,382,463 9,184,330 7.9 

日 野 市 28 3,331,971
(184,465)
134,467 

568,665 2,444,374 12.1 

計  17,971,571
(2,362,757) 
1,028,982

2,951,128 11,628,704 8.4 

（ )は中日本高速道路株式会社分で外書き 



表－10　都市計画道路完成率

3,209 2,021 62.9

1,768 1,147 64.8

1,431 864 60.3

10 10 100

八王子市 234.7 179.7 76.6

日 野 市 68.7 47.3 68.9

計 303.4 227.0 74.8

※ 管内の数値は「平成27年　都市計画現況調査（国土交通省)」

※ 各項目の合計は、小数以下を切り捨てて集計しているため一致しないところがある。

計　　画 完　　成 完 成 率

都　　全　　域

※ 平成28年3月31日現在　：　出典　都市整備局

区　　　部

多　摩　部

島しょ部他

管内

事 項
地 域

（km) （km) （％)

表－11　平成28年度道路・街路・交通安全施設事業実績

事業名

(科目)

淵上日野線(都169号) 八王子市加住町～

新滝山街道 宮下町地内

上館日野線（都173号)

北野街道

八王子五日市線（都32号）

秋川街道

八王子あきる野線（主46号) 八王子市四谷町～
高尾街道（松枝橋） 楢原町地内

八王子3･3･13号 八王子市打越町地内
街路築造工事及び電線共同
溝設置工事

八王子3･4･28号 八王子市石川町地内 ＪＲ委託工事

上館日野線（都173号) 交差点改良工事Ｌ=114ｍ

北野街道（平山城址公園駅入
口） 電線共同溝工事

上野原八王子線（都521号)

陣馬街道

道
路
整
備

施
設
事
業

交
通
安
全

街
路
整
備

八王子市上恩方町地内
道路改修工事Ｌ=135ｍ
車道舗装工事

日野市平山六丁目地内

搬入路撤去工事及び水路改
修工事

道路改修工事Ｌ=285ｍ
電線共同溝設置工事

道路改修工事Ｌ=155ｍ

整
備

橋
梁

路 　線　 名 施　工　箇　所 工　事　内　容

旧橋撤去工事及び下部新設
工事

日野市南平町地内

八王子市楢原町地内



表－12　平成29年度道路・街路・交通安全施設事業計画

事業名

(科目)

淵上日野線(都169号)

新滝山街道

八王子町田線(主47号)

町田街道

上館日野線(都173号) 道路改修工事Ｌ=285ｍ

北野街道 電線共同溝設置工事

八王子五日市線（都32号）

秋川街道

八王子あきる野線(主46号)

高尾街道(松枝橋)

八王子３・３・13号 八王子市打越町地内
街路築造工事
電線共同溝設置工事
電気室築造工事

ＪＲ委託工事

補償代行擁壁工事

上館日野線(都173号)

北野街道（平山五丁目）

上館日野線（都173号）

北野街道（長沼町）

工　事　内　容

道路改修工事

街築工事

八王子市東浅川町地内

下部撤去新設工事
上部製作架設工事

電線共同溝設置工事Ｌ=80ｍ

交
通
安
全
施
設
事
業

路 　線　 名 施　工　箇　所

道

路

整

備

八王子市丹木町～戸吹町
地内

日野市南平地内

八王子市中野上町～楢
原町

橋
梁

整
備

八王子市四谷町～楢原町
地内

八王子市長沼町地内

街
路
整
備

八王子３・４・28号 八王子市石川町地内

日野市平山六丁目地内

高尾街道(都46号） 八王子楢原町地内

日野３・４・８号 日野市程久保地内 街築工事

歩道設置工事

水路改修工事
擁壁工事

電線共同溝工事



(1) 道路用地の取得 

道路整備に対する強い要望に応え事業を推進するためには、土地所有者及び建物所有者等(以下

「権利者」という。)に事業の必要性や用地取得の手順について理解と協力を得ることが必要である。

また、個別の折衝にあたっては、関係人等の財産権に重大な影響を与えるので、常に細心の配慮を

払い、適正かつ公正な補償を心掛け、早期に用地が取得できるように努めている。 

ア 用地取得の手順 

（ア) 事業説明会において、測量実施の了解を得た後、取得する土地の区域や面積を確定するため

の用地測量を実施する。 

（イ) 用地説明会において、権利者に用地取得の手順、補償の内容、移転資金の貸付等の生活再建

措置等について説明する。補償算定に必要な建物等については事前の了解を得て、移転を要す

る建物、工作物、樹木、庭石類等について構造、数量、権利関係の現地調査を詳細にわたって

実施する。 

（ウ) 土地価格は、地価公示法に基づく標準地の価格を基準とし、近傍類地の取引価格、不動産鑑

定士の鑑定価格及び諸課税の評価格等を参考として評価し、さらに学識経験者により構成され

た東京都財産価格審議会に諮り、その評定を得て決定される。取得する土地に借地権がある場

合には、土地所有者と借地権者の間で各々の配分を定め、それに従って補償する。 

（エ) 建物、工作物、樹木、庭石類等の移転に要する費用等を算定する。 

（オ)（ウ)と（エ)により算定された移転補償額を権利者に個別に提示し、協議のうえ契約を締結

する。 

（カ) 補償金の支払い方法は、土地取得代金と借地権消滅補償金は所有権移転登記が終わった後、

土地所有者及び借地人に支払う。物件移転補償金と立ち退き補償金は、契約締結の後、8割相

当額以内の前払いを行い、物件移転完了後及び立ち退きが完了した後に残金を支払う。 

イ 用地取得の状況 

現在事業中である16路線の平成28年度末の用地取得面積は25,549㎡である。 

(詳細は、表－13のとおり) 

平成29年度は街路事業の八王子3・3・10号東京環状線について新たに用地買収に着手する。 



ウ 用地取得をめぐる環境 

（ア)  平成29年における地価公示価格の動向 

東京都全域でみた場合、住宅地、商業地、工業地で対前年平均変動率が４年連続でプラス

となった。また、住宅地、商業地、工業地の計(全用途)においても、変動率が４年連続でプラ

スとなった。多摩地区全域でも４年連続でプラスとなった。 

〔財務局公表 平成 29年 地価公示価格(東京都分)の概要による〕 

（イ) 都市化の進展と住民意識の変化 

都市化の進展に伴い、土地の経済的価値が高まるにつれ、住民相互間での土地の境界紛争、

所有権・借地権等の紛争、相続や多額の抵当権の係争事件が多発して、用地取得交渉を困難な

ものとしている。 

（ウ) 代替地の情報提供 

用地取得にあたっては金銭補償が原則であるが、事業の継続等を理由として地権者等から

代替地の提供を求められることも少なくない。希望する場所や価格等諸条件に見合った代替地

を確保することは容易ではないが、インターネットや地元自治体の保留地公売情報等を活用し

ながら地元の不動産情報をきめ細かく提供するなどして、地権者等の生活再建を支援している。 

表－13 道路用地取得一覧（平成28年度末) 

事

業
路   線   名 用地取得開始年度

延長 

(ｍ) 

全体計画

(㎡) 

取得面積

(㎡) 
取得率 

道
路
整
備

八王子五日市線(主32号)秋川街道 平成３年度 730 4,166 4,093 98％ 

八王子五日市線(主32号)秋川街道(楢原Ⅱ期) 平成26年度 470 2,301 759 33％ 

八王子町田線(主47号)東浅川Ⅱ期 平成24年度 300 953 596 63％ 

上館日野線(都173号)南平Ⅰ期 平成19年度 440 2,404 2,394 99％ 

上館日野線(都173号)南平Ⅱ期 平成25年度 460 1,713 523 31％ 

街
路
整
備

八王子３・４・28号Ⅱ期 平成25年度 1,140 16,224 8,057 49％ 

日野３・４・３号(三沢） 平成25年度 595 4,056 2,011 49％ 

日野３・４・３号(三沢Ⅱ期） 平成27年度 790 5,279 782 15％ 

交
通
安
全
施
設

上館日野線(都173号)長沼町 平成19年度 700 1,490 1,234 83％ 

上館日野線(都173号)長沼駅入口 平成20年度 216 712 687 96％ 

上館日野線(都173号)南平７～９丁目 平成21年度 390 1,630 1,344 83％ 

八王子城山線(都506号)広園寺入口 平成16年度 200 1,235 853 69％ 

八王子あきる野線(主46号)並木橋 平成23年度 260 947 631 67％ 

上館日野線(都173号)館町和田 平成24年度 90 196 118 60％ 

上野原八王子線(都521号)川原宿 平成24年度 220 1,440 910 63％ 

八王子あきる野線(主46号)八王子北高校 平成27年度 240 1,214 557 46％ 

合       計 7,241 45,960 25,549 56％ 



(2) 道路整備事業 

 道路整備事業としては、道路法に基づいて、道路の線形の改良や歩道のない幅員の狭い幹線道路の

拡幅を行っている。 

ア 主要地方道八王子五日市線第32号（秋川街道)八王子都市計画道路3・5・53号 

 本路線は、八王子市八木町及び八幡町にて甲州街道を起点とし、楢原町で高尾街道と交差し、川

口町を経由して上川町新小峰トンネルを経て、隣接するあきる野市、五日市に至る全長約19kmの道

路である。 

 本路線は八王子市北西部の主要道路であるが、一部の箇所では歩道がなく、車両交通の混雑する

路線である。 

 甲州街道から萩原橋までは整備済であり、萩原橋から八王子3・4・54号までは中野西土地区画整

理事業で施行し、八王子3・4・54号から中央自動車道付近の楢原Ⅰ期区間730ｍを道路整備事業で

施行している。平成28年度までに、約690ｍが完成している。天満宮付近の残る約40ｍについては、

収用手続きを進めH29.3.31裁決、H29.9.26権利取得手続きを進めている。権利取得後に工事実施の

予定をしている。 

また、中央自動車道付近から西側470mの楢原Ⅱ期区間については、平成26年度に事業認可を取得

し、用地取得を進めている。 

図－２ 主32(秋川街道)【楢原Ⅰ期】 

至　甲府
至　八王子市役所

13年度南側完了 16年度完了18年度完了 L=20m 八3･4･61
L=60m L=180m

中野上四丁目

至　五日市

東楢原交差点

L=40m
中野上町五丁目

八3･4･54
L=290m

15年度完了 15年度南側完了 18年度完了
至　東京

楢原町

至

八
王
子
市
街

中
央
高
速
道
路

L=730ｍ

20年度工事

携帯電話店天満宮

墓地

21年度工事

21年度工事
27年度工事

29～30年度工事（債務）

コンビニ



図－３ 主32(秋川街道)【楢原Ⅱ期】 

イ 主要地方道八王子町田線第 47号(町田街道) 

 本路線は八王子市東浅川町にて甲州街道を起点とし、狭間町、館町を経由し町田市（南多摩東部

建設事務所管内)に至る管内延長3.6kmの八王子市と町田市を結ぶ主要道路である。 

 平成11年10月には甲州街道との交差点で直接高尾街道に接続された。整備対象区間680ｍのうち、

甲州街道から130ｍは平成19年度に道路が完成し、平成28年度に電線共同溝工事が完了した。また、

ＪＲ中央線から東浅川交差点までの120ｍは22年度に用地取得が完了し、平成28年度には一部街

築・電線共同溝工事を完了した。さらに、東浅川交差点から狭間町交差点までの340ｍも平成24年

度に事業認可を取得し、用地取得を進め、本年度一部電線共同溝工事を予定している。 

図－４  

事業認可延長Ｌ＝４７０ｍ

楢原町楢原町

至
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王
子
市
街

東楢原交差点

楢原町

楢原小学校東
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ビデオ屋

床屋 飲食店

至　新宿 至　新宿 京 八3･3･73

王
線 住宅都市整備公団

東浅川小学校 八王子事務所

至
あ 高尾街道 町田街道 東浅川交差点 狭間町交差点 至　町田
き 　
る
野

国
道 ＪＲ

中
号 央

線
至　甲府  至高尾

20

L=６８０m

ＪＲ委託
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ウ 一般都道上館日野線第 173 号（北野街道)【南平Ⅰ・Ⅱ期】 

 本路線は八王子市館町にて町田街道を起点とし、日野市高幡の川崎街道に至る延長11.8kmの八王

子市と日野市を結ぶ主要道路である。本事業は、浅川を横断する高幡橋と一番橋の間を幅員16ｍで

整備する計画である。 

 高幡橋南交差点から西側440ｍの南平Ⅰ期区間については、平成19年度より用地取得に着手して

おり、今年度も引き続き用地取得を推進する。交差点から約200mの区間の南側で整備が完了し、本

年度は北側で街築及び電線共同溝設置工事を予定している。 

 また、南平Ⅱ期区間については、平成25年度に事業認可を取得、今年度も引き続き用地取得を進

めている。 

図－５ 一173号（北野街道)【南平Ⅰ期】 

図－６ 一173号（北野街道)【南平Ⅱ期】 
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(3) 橋梁整備事業 

 橋梁は、道路の一部として、安全で円滑な交通機能を確保し、河川や鉄道等によって分断された

地域を相互に結ぶ重要な公共施設で、都市防災の上からも、橋梁の役割は極めて大きくなっている。 

 また、地域のランドマークやシンボルとして都市の景観を形成し、風格のある都市の創造に大き

な役割を果たしている。 

 橋梁の整備には、交通の円滑化を図るため、ボトルネック解消を目的とした橋梁の新設、拡幅・

架け替えと、耐震性、耐荷力が不足している橋梁の架け替えがあり、周辺環境に配慮し、長期耐久

性を有する構造、形式の採用に努めている。 

ア 松枝橋（主要地方道八王子あきる野線（第46号)高尾街道) 

松枝橋は、八王子市楢原町付近で高尾街道と浅川との交差部に位置する橋梁で、昭和36年に

有効幅員６ｍで竣工した９径間単純活荷重合成桁橋である。昭和46年、交通量の増大等から歩

行者・自転車の安全性確保のため、上流側に有効幅員2.5ｍの人道橋が併設された。 

その後、交通需要の高まりや橋の老朽化、耐震性能の確保などの必要性が生じ、現在、架替

えを実施している。新橋は、松枝橋北詰交差点での右折レーン設置や自転車歩行者の通行のた

めの両側歩道設置など、交通安全上の機能性を向上させることとしている。平成22年度から仮

橋下部工事、平成23年度から仮橋上部工事に着手し、平成26年10月に仮橋への交通切換を完了

させ、旧橋撤去工事に着手した。今年度は、旧橋撤去・下部新設工事及び上部桁製作・架設を

予定している。 

図－７ 



(4) 街路整備事業 

ア 日野都市計画道路3・4・3号（川崎街道)【Ⅲ・Ⅳ期】 

本事業は、日野市落川の日野都市計画道路3・2・7号との交差部（一の宮交差点）から、高幡

方面に向かう川崎街道の一部で、幅員18ｍの道路を整備する計画である。Ｉ期区間の325ｍについ

ては、平成7年度に事業化し、18年度で概成している。Ⅱ期区間についても、平成9年度に事業認

可を受て平成25年に概成している。（Ⅰ期～Ⅱ期区間：一の宮交差点から京王百草園駅付近まで） 

Ⅲ期(三沢Ⅰ期)ついては、平成25年度に事業認可取得、用地取得に着手し、今年度も引き続き

用地取得を進めている。 

また、Ⅳ期（三沢Ⅱ期）については平成27年度に事業認可を取得、用地取得に着手し、今年度

も引き続き用地取得を進めている。 

図－８ 日野3・4・3号（川崎街道)【Ⅲ期】〔三沢Ⅰ期〕 

図－９ 日野3・4・3号（川崎街道)【Ⅳ期】〔三沢Ⅱ期〕 
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イ 八王子都市計画道路3・3・13号（北野街道) 

本路線は、八王子市南部地域の主要幹線道路である北野街道として、重要な役割を担っており

相当数の交通量を有している。本箇所は、ＪＲ横浜線と現道が平面交差している箇所であり、電車

の通過時には交通渋滞が著しく、また、歩行者等の通行にも支障をきたす状況となっていた。この

ため、ＪＲ横浜線と道路を立体交差化することとした。 

本事業は区画整理事業により用地を確保済みである。 

平成14年度に事業認可を取得し、支障物件移設を行い、その後、JR横浜線との交差部はJR東日

本に委託してトンネル工事を実施した。 

平成28年３月に立体交差部の車道及び歩道片側を交通開放した。これにより打越踏切がなくな

り、最大370ｍあった交通渋滞が解消されるとともに、八王子バイパス～東京環状間約1.4kmの所要

時間が約７分から約４分に短縮されるなど、事業効果が出ている。 

今年度は、立体交差部の残りの歩道や側道整備を進める。 

図－１０ 
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ウ 八王子都市計画道路3・3・30号 日野都市計画道路3・2・10号 

日野都市計画道路3・4・8号 日野都市計画道路3・4・8支線2号 

本路線は、都市モノレール多摩南北線の関連街路として整備を行っている。整備延長は、主要

地方道府中相模原線第20号（野猿街道)の堰場交差点から多摩動物公園・高幡交差点を経て新井橋

間約4.6kmについて整備中である。 

この区間には、多摩丘陵の横断、京王線との交差部（踏切)があったが、多摩丘陵部はトンネ

ル構造で概成している。また、京王線との交差部は道路アンダー形式で完成し供用しており、道

路交通の渋滞解消に寄与している。 

平成28年度は電線共同溝の整備を完了した。本年度は、残事業の程久保川の水路改修工事とモ

ノレール多摩動物園公園駅付近の街築・歩道舗装工事を予定している。 

図－１１ 主20号（野猿街道)から－503号区間 

 （八3・3・30号、日3・2・10号、日3・4・8号支線2号) 



図－１２ 多摩動物公園から程久保駅間（日3・4・8号) 

エ 八王子都市計画道路3・4・28号【Ⅰ期、Ⅱ期】 

八王子３・４・28号線は八王子IC北側とJR豊田駅北口に繋がる日野3・3・2号線を結ぶ都市計画

道路で、多摩第三次事業化計画優先整備路線として計画されており、その大半が新設道路である。 

未整備区画約1.6kmのうちⅠ期は多摩南北道路の１つである八王子村山線から八王子3・4・36号

線までの延長515ｍの区間である。 

現在この地域は、中央にある盛土構造の中央自動車道や平面構造のＪＲ八高線と交差しており、

国道や主要地方道の連携する道路がない状況となっている。 

平成20年度に事業認可を取得し、同年用地説明会を実施した。 

ＪＲ八高線及び中央自動車道との立体交差部については、引き続きＪＲ東日本に委託して工事

を進めている。本年度は、取付部の擁壁工事（補償代行工事）を予定している。 

Ⅱ期は、八王子村山線から八王子バイパスまでの延長約1,140ｍの区間である。現在この地域は、

谷地川により分断され、起伏に富んだ地形となっている。平成25年度に事業認可を取得、用地取得

に着手し、今年度も引き続き用地取得を進めている。 
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図－１３ 八王子３・４・28号【Ⅰ期】 

図－１４ 八王子３・４・２８号【Ⅱ期】 
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オ 八王子都市計画道路 3・3・10 号 

八王子 3・3・10 号線は八王子市鑓水から滝山町までの延長役 10.8 ㎞の都市計画道路で、多摩第

三次事業化計画優先整備路線として計画されており、当該区間だけ現道がない状況である。 

現道のない区間は、国道 16号に比べて地盤が高いため、一部区間をトンネル構造として整備を

行う。 

平成 27年度に事業認可を取得、平成 28年度に用地説明会を開催、用地取得に着手し、今年度も

引き続き用地取得を進めている。 

図－15 八王子 3・3・10号 
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(5) 交差点改良工事 

道路の交通渋滞発生の80％は交差点付近で発生しているといわれており、特に最近の多摩地域で

顕著になっている。 

平成６年５月、建設局は渋滞解消のために、多摩地域を中心に「交差点すいすいプラン100」を策

定し、交差点改良を積極的に進めてきた。 

当所管内では、この計画に15箇所の交差点が指定されており、平成16年度までに片倉、小田野、

谷野交差点が完成し、恩方市民センター入口、館町が概成している。 

このように「交差点すいすいプラン100」事業についてはかなりの進捗を見せていることから、平

成17年2月に「第２次交差点すいすいプラン」を策定し、管内では新規の9箇所と「交差点すいすい

プラン100」事業の８箇所とを合わせて17箇所が指定、さらに平成27年3月には、「第３次交差点すい

すいプラン」を策定し、管内では1箇所が指定された。 

平成18年度には南平二・四丁目が完了し、犬目についても一部歩道部の未買収地はあるが右折レ

ーンの整備は完了している。 

平成19年度には犬目、丹木三丁目、平山、平山五丁目の整備が完成し、平成21年度は山王坂、上

川橋、平成23年度は楢原町の整備が完了した。 

今年度は長沼駅入口等で工事を進めていく。 

表－14 第3次交差点すいすいプラン 

交差点名 
路 線 名 

（街 道 名） 
予定箇所 

並木橋 主要地方道 八王子あきる野線（46号高尾街道) 八王子市四谷町地内 

田島橋 
主要地方道 八王子村山線（59号) 
一般都道  淵上日野線（169号) 

八王子市石川町地内 

小比企町 一般都道 上館日野線（173号北野街道) 八王子市小比企町地内 

上壱分方町 一般都道 上野原八王子線（521号陣馬街道) 八王子市上壱分方町地内 

楢原町 

主要地方道 八王子五日市線（32号秋川街道) 

主要地方道 八王子あきる野線(46号高尾街道) 

八王子市楢原町地内 

Ｌ=330m 

四差路 Ｌ=280m 

長沼駅入口 一般都道 上館日野線（173号北野街道) 八王子市長沼町地内 

館町和田 一般都道 上館日野線（173号北野街道) 八王子市館町地内 

広園寺交差点 一般都道 八王子城山線（521号陣馬街道) 
八王子市緑町地内 

Ｔ字路 Ｌ=230m 

川原宿 
主要地方道 山田宮の前線（61号) 
一般都道 上野原八王子線（521号陣馬街道) 

八王子市下恩方町地内 



表－15 参考（交差点すいすいプラン 完成個所） 

交 差 点 名 
路   線   名 

（ 街   道   名 ） 
予 定 箇 所 

楢原町交差点 

（概成）

主要地方道 八王子五日市線（32号秋川街道) 

主要地方道 八王子あきる野線(46号高尾街道) 

八王子市楢原町地内 

Ｌ=330m 

四差路 Ｌ=280m 

犬目交差点 主要地方道 八王子あきる野線（46号高尾街道) 
八王子市犬目町地内  

Ｔ字路 Ｌ=150m 

谷野町交差点 一般都道 瑞穂あきる野八王子線（166号) 
八王子市谷野町地内  

Ｔ字路 Ｌ=160m 

丹木三丁目交差点 

一般都道 411号（滝山街道)一般都道 

瑞穂あきる野八王子線（166号) 

八王子市丹木町地内 

Ｌ=220m四差路  

Ｌ=230m 

平山交差点 一般都道 上館日野線（173号北野街道) 
日野市平山六丁目地内  

Ｔ字路 Ｌ=270m 

平山五丁目交差点 一般都道 上館日野線（173号北野街道) 
日野市平山五丁目地内  

四差路 Ｌ=320m 

館町交差点 一般都道 上館日野線（173号北野街道) 
八王子市館町地内  

Ｔ字路  Ｌ=80m 

山王坂交差点 一般都道 上館日野線（173号北野街道) 
八王子市椚田町地内  

四差路 Ｌ=220m 

南平二・四丁目交差点 一般都道 上館日野線（173号北野街道) 
日野市南平二・四丁目  

2Ｔ字路 Ｌ=280m 

恩方市民センター入口 一般都道 上野原八王子線（521号陣馬街道) 
八王子市西寺方町地内 

Ｔ字路 Ｌ=190m 

小田野交差点 一般都道 上野原八王子線（521号陣馬街道) 
八王子市上壱分方町地内 

Ｔ字路 Ｌ=206m 

片倉町交差点 
一般都道 上館日野線（173号北野街道) 

国道   （16号横浜街道) 

八王子市片倉町地内 

四差路 Ｌ=150m 

上川橋 
主要地方道 八王子五日市線（32号秋川街道) 

主要地方道 山田宮の前線（61号) 
八王子市上川町地内 

平山城址公園入口 一般都道 上館日野線（173号北野街道) 日野市平山六丁目地内 



２ 道路の管理 

 道路は、人や車の安全で快適な通行の用に供するという本来の目的のほか、防災空間や人々の語ら

いの場として、さらに電気、電話、上・下水道及びガス等の都市施設の設置場所としての機能も果た

している。 

 これらの目的や機能を十分かつ円滑に発揮させるためには舗装、道路施設、街路樹、排水施設や道

路標識等の道路付属物を常に良好な状態に維持することはもとより、公共施設管理者として道路の占

用許可、道路台帳の整備、監察・指導等の事務を行い、道路の適正使用の確保に努めている。 

(1) 道路の管理事務 

道路を適切に管理し、その機能を安全かつ円滑に発揮させるため、道路の占用に対する許可、道

路台帳の整備、監察・指導等を行っている。 

また、当所管内において活発に進められている市街地開発事業や土地区画整理事業にともなって

新たに築造される道路のうち、将来、都の管理下に置かれることが予定されているものがある。 

これらの道路については設計段階における協議（技術的指導・審査を含む)や完了後の引継ぎ事務

があるが、それぞれの事業が拡大する中でその業務が年々増加している。 

さらに、都道の旧・廃道敷地構成状況の調査、道路予定区域の管理等の事務を処理するほか、都

市計画法に基づく開発行為が都道に及ぶ場合、開発業者から必要事項の協議を受けている。 

ア 道路の区域決定及び供用開始 

都道の拡幅や新道を築造する場合、新たに道路となる部分を道路区域に編入し、工事が完成す

ると、一般交通の用に供するため供用開始の手続きを行っている。 

イ 道路の占用許可等 

道路占用許可としては、電気、電話、上・下水道及びガス等の公益事業施設の設置占用に関す

るものと、ビル建築の足場や仮囲いの設置等その他の占用とがある。 

道路占用許可に際しては、道路本来の機能を阻害しないよう十分検討し、必要な条件を付ける

とともに、許可に伴う道路占用料の徴収事務を行っている。 

その取扱状況は、表－16、17、18のとおりである。 



表－16　道路占用等取扱い状況　

電 気 336 301 329 206 182

電 話 ・ 通 信 78 81 79 83 143

上 ・ 下 水 道 268 191 224 195 207

ガ ス 71 70 71 80 66

その他の一般占用 106 98 139 120 127

計 859 741 842 684 725

道路工事(自費) 101 103 81 82 91

沿 道 掘 削 15 5 9 5 2

計 116 108 90 87 93

合 計 975 849 932 771 818

平成28年度平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
年 度

事 項

表－17　道路占用料収入状況

件 数 373 339 327 321 330

金 額 （ 千 円 ) 206,266 205,442 174,101 174,024 176,699

平成28年度平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
年 度

事 項

表－18　道路掘削復旧工事監督事務費収入状況

件 数 90 166 133 131 72

金 額 （ 千 円 ) 10,109 11,077 20,266 8,982 19,764

平成28年度平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
年 度

事 項



ウ 道路占用工事等 

管内においては人口の増加や活発な都市活動を支えるため、公共下水道工事をはじめ、電気・

ガス及び水道等の道路占用工事や歩道切下げ等の自費工事の件数も1,000件程度あり、施工方法も

多様化している。道路管理者として占用許可を与えるにあたりこれらの工事に対して事前協議、

技術指導、審査等を行っている。 

エ 道路上工事の調整 

都が管理している道路上で施工される各種工事について、舗装道路を常時良好な状態に保持し

安全かつ円滑な交通の流れを確保することを踏まえ、無秩序な舗装の掘り返し防止を主目的に「道

路上工事調整会議」を開催している。 

「道路上工事調整会議」は各四半期毎に開催、平準化を図ることを基本として道路管理者工事

及び各占用企業者工事の施工場所・時期・方法及び規模等について調整をしている。 

なお、平成29年度の「道路上工事調整会議」に提案された工事の件数は130件、調整延長は30,578

ｍで、表－19及び表－20のとおりである。 

表－19 工事調整件数と調整延長

27年度 28年度 29年度 27年度 28年度 29年度

工 事 課 32 19 19 8,040 6,170 4,000

補 修 課 44 37 39 15,760 13,370 14,110

水 道 局 47 37 27 10,590 10,256 5,631

八 王 子 市 8 1 1 190 126 130

日 野 市 5 4 1 520 877 31

Ｎ Ｔ Ｔ 7 5 5 760 820 912

東 京 電 力 2 7 6 640 1,419 946

東 京 ガ ス 20 33 30 2,120 3,446 3,928

そ の 他 1 1 2 20 800 890

合 計 166 144 130 38,640 37,284 30,578

施工主体
件　　　数（件) 調整延長（ｍ)

(年度当初数量)



表－20 平成 27～29 年度 工事調整件数と調整延長 



オ 道路台帳 

道路を適正に管理するため、道路管理の基本となる道路区域や地下埋設物等を明記した道路台

帳を整備し、保管している。この道路台帳は、申請があれば閲覧を認めるほか、これに基づき道路

の幅員や区域の証明等を行っている。 

道路整備の進捗に伴い、道路台帳の追記補正を進めているが、その整備状況は表－21、閲覧及

び幅員証明等の取扱状況は、表－22のとおりである。 

表－21 道路台帳の整備状況 

事     項 縮 尺 数 量 備    考 

道 路 台 帳 平 面 図 1/500 498枚 全路線 

   〃    （第二原図) 1/500 498枚 全路線 

   〃     （縮小図) 1/1000 498枚 全路線 

道 路 台 帳 実 延 長 面 積 調 書  路線ごと 全路線 

公 図 写 1/600 路線ごと 全路線 

土 地 台 帳 写  路線ごと 全路線 

地 下 埋 設 物 台 帳 平 面 図 1/500 454枚 埋設物のある箇所について全部 

地 下 埋 設 物 台 帳 横 断 図 1/100 8冊 対象箇所について全部 

地下埋設物台帳調書（行政区別)  4冊 対象箇所について全部 

道路台帳歩道幅員別調書（道路別)  3冊 全路線 

道 路 敷 地 構 成 図 1/500 388枚 一部路線 

    〃    （縮小版) 1/1000 388枚 一部路線 

府 県 道 道 路 台 帳 平 面 図 1/1200 134枚  

    〃    （縮小版) 1/2400 125枚  

区域線等について基礎資料とした査定図、丈量図、告示文書等各種資料の保管 

表－22 道路台帳閲覧等の取扱状況             （件) 

年度 

事項 
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

閲 覧 1,024 1,215 1,165 1,313 1,458 

幅 員 証 明 31 18 15 30 25 

区 域 証 明 11 30 10 23 16 

合  計 1,066 1,263 1,190 1,366 1,499 



カ 道路敷地調査 

管内の都道は、その道路区域が明確になっていない箇所が相当数に及んでおり、これを解消す

るために、昭和49年度から道路敷地調査を実施している。 

この調査は、道路区域の境界を確認して、その区域内の敷地構成の実態を地番別・所有者別に

把握し、図面及び調書を作成するものである。 

この調査は平成28年度までに全29路線179.0kmのうち、140.0km（進捗率78.0％)が完了している

が、今後とも計画的に調査、補正を実施する。 

キ 境界確認事務関係 

組織改正に伴い、平成20年4月1日より従来総務部用度課が行っていた建設局所管公有地（都有

地・国有地)の土地境界確認・確定事務は各建設事務所管理課で行うこととなった。 

（ア) 新規申出事務 

申出書の提出により、道路台帳等の資料をもとに予定線を設定し、現地立会を行い協議が成立

した場合は協定書の取り交わしを行っている。 

（イ) 窓口業務  

土地境界確認・確定済み箇所の土地境界図の閲覧（謄写)・謄本・抄本（証明)の申請交付及び

事前相談。 

表－23 土地境界確認・認定申出件数の状況 

年 度 

事 項 
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

申出件数（件) 89 91 120 109 114 

ク 道路監察 

道路の構造を保全し、その機能を確保するため、毎日管内の都道をコース別にパトロールし、

不法占用または道路損傷箇所の発見や、路上での物件放置、路面汚染等の禁止行為の取締り、また

都道上で施行される各占用企業者等の工事の指導を実施している。 

とりわけ、集中豪雨や降雪等の異常気象時には、特にパトロールを強化して道路交通の安全の

確保に努めている。また夜間における都道上の工事の監察を行うため、四半期ごとに深夜にもパト

ロールを行っている。 

日常的な道路構造物の損傷事故や陳情･苦情についても、迅速かつ適切な対応に努めている。 

平成28年度における道路監察実施状況は、表－24のとおりである。



表－24 平成28年度道路監察実施状況 

(1)監察パトロールの実績 

区    分 回  数 時  間 延  長 

平
常
時

日  常 439回 1,185：35 19,660.1km 

夜   間 1回 4：00 94.0km 

異  常  時 0回 0：00 0.0km 

(2)不法占用等の監察 

不
法
占
用

違 反 事 項 
取 締 
件 数 

       措置状況（重複あり)         （件) 

行 政 指 導 監 督 
処 分 

その他 
(除去) 口 頭 文 書 是 正 

法32条1項6号（商品置場等) 4 1 0 0 0 3

令7条1号（看板、のぼり旗等) 389 17 3 18 0 369

その他（足場、樹木の張出し等) 274 21 12  8 0 241

禁止行為（汚損、不法投棄等) 544 11 17 6 0 516

沿道区域の監察（掘削工事等) 1 1 0 1 0 0

車両制限令の監察（車幅等) 0 0 0 0 0 0

道路損傷等の監察（道路及び付属物) 発見件数 124 処理件数 76

放置
車両

自  動  車 

警告台数 

1

撤去台数 

0

バ イ  ク 0 0

自  転  車 19 9

ホームレス集積廃棄物処理 警告件数 27 撤去件数 3

(3)道路上工事の監察 

監察 

状況

工事 

区分 

監

察

箇

所

数

指

摘

箇

所

数

指

摘

件

数

指摘内容 措置状況（重複あり) 

掘

削

路

面

覆

工

保

安

施

設

復

旧

そ

の

他

現

場

指

導

呼

出

指

導

始

末

書

警

告

書

措

置

命

令

管理者工事 1 1 1  1 1 

承 認 工 事 0 0 0  

企業者工事 1 1 1  1  1 

区 市 町 村 1 1 3 1 2  1 2 

そ の 他 0 0 0  

計  3 3 5 1 3 1 3 2 



ケ 車幅制限 

管内には道路交通の危険を防止するために車両制限令に基づき道路構造にあわせて車幅制限区間

を設定している。 

管内における制限区間は、表－25のとおりである。 

表－25 車幅制限箇所 

都道名 制  限  区  間 延   長 制限幅員 

－166号 
八王子市谷野町1193番地地先から 

滝山町一丁目571番地地先まで 
200 1.7 

－176号 
八王子市楢原町 451番地地先から 

538番地地先まで 
970 2.0 

－186号 
八王子市高月町 438番地地先から 

加住町一丁目177番地地先まで 
1,300 2.0 

主61号 
八王子市下恩方町860番地地先から 

1145番地地先まで 
750 1.7 

主61号 
八王子市下恩方町1693番地地先から 

川町  285番地地先まで 
1,060 1.5 

コ 地域内道路化した都道の市への移管 

（ア) 旧道敷 

新たに都道が整備された結果、残された都道は旧道となるが、この道路は地元住民の生活道

路として機能している間は廃道することができない。 

これらは、地元の市で管理することが望ましいため順次これを引継ぐように市と協議を進め

ている。 

（イ) 廃道敷 

道路としての機能を失い、もはや道路として存続させる必要のなくなった道路については、

廃道の手続き後、各種の方法で処分することになる。 



サ 東京ふれあいロード・プログラム 

平成14年度から地域に愛される道路を目指して都民ボランティア活動によって、歩道の清掃や植

栽の手入れを行う「東京ふれあいロード・プログラム」を行っている。 

管内では、平成29年度４月現在７団体が参加している。 

表－26 東京ふれあいロ－ド・プログラム参加団体 

地区市名 参  加  団  体  名 

八 王 子 市 

元八王子青少対花いっぱいロード 

八王子市立元八王子小学校 

八王子市立元八王子中学校 

元八王子地区環境クリーン活動有志の会 

有限会社桑都興業 

日 野 市 
京王平山住宅地平山三丁目自治会 

日野市商工会女性部 

シ 袖看板等不法占用物件の適正化 

都道上に設置されている袖看板、壁面看板、日よけ等の中には、定められた占用許可手続きが未

了のものや、設置基準に適合しないものが多く見受けられるところから、道路法に定められた申請

手続の促進や工作物の改善を指導し、その是正を進めている。 

(2) 道路・橋梁の維持補修 

ア 道路・橋梁の維持 

管内の北西部には砕石場からの砕石運搬ルートであるいわゆるダンプ街道があり、南東部の多摩

ニュータウン地域には大型商業施設が開業しており、交通量が増加している。 

大型車両を始めとする自動車交通量の増加は、道路構造物への影響が大きく、舗装のひび割れや

わだち掘れによる振動や交通安全対策等に関する要望・苦情が多く寄せられている。 

これらの要望等に対しては現場確認を行った上で、単価契約や請負工事等により維持修繕工事を

適切に行い、安全で快適な道路機能の保持に努めている。 

（ア) 道路の維持 

安全で快適な交通を確保するためには、道路及び道路附属物を常に良好な状態に保つことが必

要である。このため、道路巡回パトロールにより路面や道路施設の異常箇所の早期発見に努め、

発見された破損等については補修を行うなどして、事故を未然に防いでいる。 

当事務所では、八王子東工区と日野工区に巡回班を配置している。このうち日野工区について

は平成23年度から民間委託による委託巡回を実施している。 



また、単価契約、総価契約の工事及び委託により道路施設の維持を行っており、休日・夜間を

問わず緊急事態に対処できるよう即応体制を整えている。この内容は道路（橋梁)維持、街路樹維

持、道路照明保守、側溝しゅんせつ、道路清掃など多種にわたっている。 

（イ) 橋梁の維持 

近年の、交通量の増大と車両の大型化に伴い橋梁本体構造物に与える影響が懸念されている。

このため、管内の橋梁については定期的に橋梁の健全度調査を実施し、安全性の確保に努めてい

る。 

また、鋼構造物の腐食を防止するための塗装や、伸縮継手、高欄及び橋面舗装等の補修を行っ

ている。 

平成29年度は、北野橋及び平山陸橋の橋面舗装などを実施する。 

なお、管内の橋梁の現況は表－27のとおりである。 

表－27 橋梁の現況 
（平成29年4月1日現在) 

 日野工区 八王子東工区 八王子西工区 計 

一 般 橋 梁 39 34 53 126 

横 断 歩 道 橋 6 3 1 10 

人 道 橋 1 4 10 15 

（ウ) 道路施設（設備)の維持管理 

トンネルやアンダーパス等の道路施設には、事故情報を提供する情報板や排水ポンプ、換気の

ためのジェットファンなどさまざまな電気・機械設備が設置されている。 

これらの施設は警報監視装置で24時間監視するとともに、定期点検を実施するなどして良好な

維持管理を行っている。 

なお、監視については、平日の昼間は補修課で行い、夜間及び休日については都道管理連絡室

で行っている。 

管内の主な道路施設（設備)は表－28、表－29のとおりである。 



表－28 歩行者トンネル 
（平成29年4月1日現在) 

施設名称 路線番号 所在地 規  模 

日野歩道トンネル 一256号 日野市大坂上一丁目地内 
延長 
照明設備 
照明 

17ｍ

６灯

表－29 立体交差・トンネル
（平成29年4月1日現在) 

施設名称 路線番号 所在地 規  模 

一ノ宮立体 
（京王本線) 

主20号 日野市落川地内 

延長 
掘割部を含む総延長 
排水設備 
排水ポンプ 

水槽容量 
照明設備 
照明 

非常警報設備 
 主制御機 
 副制御機 
 警報表示板 
非常用発電設備 
発電機70KVA 

冠水警報設備 

１７２ｍ
５６２ｍ

３台
５３ 

２９６灯

１台
１台
２面

１台
１式

四ツ谷立体 
（JR中央線) 

一169号 日野市栄町一丁目地内 

延長 
掘割部を含む総延長 
照明設備 
照明 

１３ｍ
１２２ｍ

６灯

高幡立体 
（京王本線) 

一503号 日野市高幡地内 

延長 
掘割部を含む総延長 
排水設備 
ポンプ 
水槽容量 

照明設備 
照明 

非常警報設備 
主制御機 
副制御機 
警報表示板 

非常用発電設備 
発電機125KVA  

冠水警報設備 

１２７ｍ
３５０ｍ

３台
８０ 

１３０灯

１台
１台
２面

１台
１式

平山地下道 
（京王本線) 

一155号 日野市平山地内 

延長 
掘割部を含む総延長 
排水設備 
排水ポンプ 

照明設備 
 照明 

１２ｍ
１０６ｍ

１台

１０灯

新小峰トンネル 主32号 
八王子市上川町地内 

～あきる野市高尾地内 

延長 
照明設備 
 照明 
非常警報設備 
 主制御機 
 副制御機 
 警報表示板 
ラジオ再放送設備 

６５６ｍ

１２３灯

１台
１台
２面
１式



施設名称 路線番号 所在地 規  模 

戸吹トンネル 主46号 
八王子市戸吹町地内 

～あきる野市牛沼地内 

延長 
照明設備 
 照明 
非常警報設備 
 主制御機 
 副制御機 
 警報表示板 
ラジオ再放送設備 

８１２ｍ

４９２灯

１台
１台
２面
１式

小田野トンネル 主61号 
八王子市西寺方地内 

～八王子市川町地内 

延長 
照明設備 
 照明 

１６５ｍ

４７灯

美山トンネル 主61号 八王子市美山町地内 

延長 
照明設備 
 照明 
非常警報設備 
 主制御機 
 副制御機 
 警報表示板 

１９９ｍ

９２灯

１台
１台
３面

堀之内第一トンネル 一155号 
八王子市堀之内地内 

延長 
照明設備 
 照明 
非常警報設備 
 警報表示板 
ラジオ再放送設備 

１２０ｍ

４１灯

１面
１式

堀之内第二トンネル 一155号 八王子市堀之内地内 

延長 
照明設備 
 照明 
非常警報設備 
 警報表示板 

６０ｍ

４４灯

１面

堀之内第三トンネル 一155号 八王子市堀之内地内 

延長 
照明設備 
 照明 
非常警報設備 
 主制御機 
 副制御機 
 警報表示板 
換気設備 
 ジェットファン15KW 
ラジオ再放送設備 

２６５ｍ

１６２灯

１台
１台
２面

３台
１式

北八幡寺
きたはちまんてら

芝
しば

トンネル 一155号 八王子市堀之内地内 
延長 
照明設備 
 照明 

４９ｍ

２２灯

多摩丘陵トンネル 一156号 
八王子市東中野地内 

～日野市程久保三丁目地内

延長 
照明設備 
 照明 
非常警報設備 
 主制御機 
副制御機 

 警報表示板 
ラジオ再放送設備 

２６８ｍ

１６７灯

１台
１台
４面
１式

松が谷トンネル 一158号 
八王子市松が谷地内 

～多摩市中沢一丁目地内 

延長 
照明設備 
 照明 
非常警報設備 
 主制御機 
 副制御機 
 警報表示板 
ラジオ再放送設備 

３４０ｍ

２６６灯

１台
１台
２面
１式



イ 道路・橋梁の補修 

道路の補修は、路面等を良好な状態に保つため、道路交通の安全確保、車両等の快適な走行をは

じめ沿道環境の保全を目的に実施している。 

近年、道路のネットワーク整備が進むにつれ、物流による大型車両の増加によって、沿道への騒

音・振動対策が課題となってきている。 

（ア) 路面の補修 

沿道住民からの騒音・振動対策についての要望が増加する中、路面の破損状況に応じた工法・

構造を選択し補修を行うことで、騒音・振動の低減を図っている。 

道路交通騒音が環境基準を超える地域では積極的に低騒音舗装を導入している。また、排水特

性の機能を持ち合わせることから、準歩道形式の舗装打ち替えについても、車両交通と近接する歩

行者等への水はね防止対策として排水性舗装を導入している。 

（イ) 歩道の補修 

車道の補修に合わせ、歩道についても「東京都福祉のまちづくり条例」に基づくバリアフリー

に対応した施設として補修を行っている。 

補修工事にあたっては、舗装の打ち替えにだけでなく、幅員が狭小な歩道や旧タイプの構造な

どを調査・検討し、歩道と車道の段差改善や歩道内にある排水側溝蓋の改良による平坦性の確保並

びに有効幅員を確保するため、車道幅を減じて歩道を拡幅する等の歩道改善事業に積極的に取り組

んでいる。 

本年度の補修予定路線は、表－30のとおりである。 

表－30 平成29年度路面補修工事施行予定箇所 

 路     線    名 施 行 場 所 通称道路名 

1 一160号 下柚木八王子線 八王子市下柚木～絹ケ丘1 野猿街道 

2 一160号 下柚木八王子線 八王子市北野町～子安町1 野猿街道 

3 一174号 長沼北野線 八王子市打越町～長沼町  

4 一503号 相模原立川線 日野市万願寺4～万願寺2 多摩ﾓﾉﾚｰﾙ通り 

5 一173号 上館日野線 日野市平山4 北野街道 

6 一256号 八王子国立線 八王子市高倉町  

7 一155号 町田平山八王子線 八王子市堀之内 平山通り 

8 一155号 町田平山八王子線 日野市平山5 平山通り 



9 主32号 八王子五日市線 八王子市上川町 秋川街道 

10 主20号 府中相模原線 八王子市上柚木～鑓水  

（ウ) 道路の緑化と道路環境の整備推進 

道路の緑化は快適な道路環境づくりに大きな役割を果たしており、道路整備などに合せて歩道

植樹帯の新設や高中木等の植栽を行っている。また、良好な緑化環境を維持するために街路樹や緑

地等の適切な維持管理を行っている。 

現在、都が進める事業を踏まえ、平成26年度より緊急輸送道路を中心に大径化した街路樹の診

断を行い、震災時などにおける街路樹の防災機能強化を図っている。 

多摩御陵線では植栽されたケヤキの樹高が30ｍを超え、幹折れや倒木の危険性が増大していた

ことから、平成23年度から平成27年度までの５箇年で計画的な剪定を実施した。 

管内の街路樹及び歩道植栽帯の概要は表－31のとおりである。 

多摩御陵線（平成 22年度当時） 

多摩御陵線（平成 27年度計画剪定後）



表－31 街路樹及び歩道緑地帯（1/2） 

（平成29年4月1日現在) 

路線名 道路延長 街路樹植栽状況 

道路緑地現況 

 街路樹 

主な樹種 

 道路緑地 

歩道植樹帯 中央分離帯 交通島
その他

の緑地
合計 

（ )通称名 (ｍ) 
緑地延長

(ｍ) 

本数

(本) 

緑地延長

(ｍ) 

面積

(㎡) 

緑地延長

(ｍ) 

面積

(㎡) 

面積

(㎡) 

面積

(㎡) 

面積

(㎡) 

一般国道411号 

（滝山街道) 
6,313 64 15 128 147 1,393 1,540 けやき さつき 

主要地方道20号 

府中相横原線 

（野猿街道) 

11,014 8,544 3,924 10,496 9,258 3,576 25,915 1,208 36,381

けやき、はなみずき、 

こぶし、 

おおむらさきつつじ、 と

きわまんさく、 

そよご、むくげ 

主要地方道32号 

八王子五日市線 

（秋川街道) 

11,386 6,716 27 397 397

いちょう、 

はなみずき、 

くるめつつじ 

主要地方道41号 

稲城日野線 

（川崎街道) 

5,199 1,236 456 817 636 335 971
とうかえで、はなみずき、

さつき 

主要地方道46号 

八王子あきる野線 

（高尾街道) 

10,946 7,932 1,266 4,604 5,750 2,848 8,598

けやき、そめいよしの、は

なみずき、 

くるめつつじ、さつき、お

おむらさきつつじ 

主要地方道47号 

八王子町田線 

（町田街道) 

3,660 2,392 391 1,652 790 729 905 876 2,571
とうかえで、さつき、 か

ろらいなじゃすみん 

主要地方道59号 

八王子武蔵村山線 
4,260 2,600 632 2,519 1,657 246 1,903 とうかえで、さつき 

主要地方道61号 

山田宮の前線 
11,579 12,587 801 4,710 5,690 41 920 6,651

けやき、はなのき、 

さつき 

一般都道149号 

立川日野線 
1,461 969 221 1,260 977 535 537 165 1,679

はなみづき、 

どうだんつつじ、 

きんもくせい、 

ひめしゃりんばい 

一般都道155号 

町田平山八王子線 
10,247 7,187 1,205 6,213 6,132 1,526 4,158 282 926 11,498

いちょう、とうかえで、や

まざくら、 

ひらどつつじ、 

さつき、こうらいしば 

一般都道156号 

町田日野線 
2,891 2,560 1,716 2,818 2,449 1,621 5,340 336 8,125

くすのき、やまぼうし、ひ

らどつつじ、 

そめいよしの、 

いぬつげ、もみじ他 

一般都道158号 

小山乞田線 

(多摩ニュータウン通り) 

4,833 4,886 1,011 6,178 9,818 2,847 13,432 9,806 33,056

いちょう、けやき、 

にせあかしあ、 

どうだんつつじ、 

おおむらさきつつじ、 

からたねおがたま他 

一般都道159号 

豊田高幡線 
1,636

一般都道160号 

下柚木八王子線 

（野猿街道) 

6,322 4,155 1,207 4,295 4,697 523 5,220

けやき、はなみずき、 ひ

いらぎ、ねずみもち、 

ふいりさかき、 

ふいりまさき他 

小  計 91,747 61,828 12,872 45,690 48,001 10,834 50,287 323 19,979 118,590



表－31 街路樹及び歩道緑地帯（2/2） 

（平成29年4月1日現在) 

路線名 道路延長 街路樹植栽状況 

道路緑地現況 

 街路樹 

主な樹種 

 道路緑地 

歩道植樹帯 中央分離帯 交通島
その他

の緑地
合計 

（ )通称名 (ｍ) 
緑地延長

(ｍ) 

本数

(本) 

緑地延長

(ｍ) 

面積

(㎡) 

緑地延長

(ｍ) 

面積

(㎡) 

面積

(㎡) 

面積

(㎡) 

面積

(㎡) 

一般都道162号 

三ツ木八王子線 
1,582 796 64 348 440 440 とうかえで、さつき 

一般都道166号 

瑞穂あきる野 

八王子線  

5,666 150 18 141 107 7 114
おおむらさきつつじ、 

はなみづき 

一般都道169号 

淵上日野線 
5,732 5,312 1,394 4,685 4,665 2,452 5,086 5,192 14,943

とうかえで、きりしまつつ

じ、おおむらさきつつじ、

あせび、うばめがし、そめ

いよしの 

一般都道173号 

上館日野線 

（北野街道) 

11,903 2,588 298 1,936 1,706 118 303 2,127

とうかえで、はなみずき、

けやき、どうだんつつじ、

おおむらさきつつじ、とき

わまんさく 

一般都道174号 

長沼北野線 
1,405 918 155 914 944 603 5,043 36 85 6,108

えんじゅ、とうかえで、さ

つき、うばめがし、きりし

まつつじ、こうらいしば 

一般都道176号 

楢原あきる野線 
1,432

一般都道186号 

高月楢原線 
3,615

一般都道187号 

多摩御陵線 
844 820 211 1,302 3,718 37 375 4,130

けやき、さくら、おおむら

さきつつじ、どうだんつつ

じ、あおき、びらかんさ他

一般都道189号 

高尾山線 
3,133

一般都道235号 

豊田停車場線 
1,324 1,337 230 1,097 1,423 1,423

いちょう、ひらどつつじ、

はなずおう 

一般都道256号 

八王子国立線 

（甲州街道) 

5,208 669 294 273 356 437 793

いちょう、はなみずき、ほ

うきもも、ときわまんさ

く、おおむらさきつつじ 

一般都道503号 

相模原立川線 
10,762 5,625 1,439 4,986 4,057 2,881 7,036 1,749 12,842

やまざくら、さるすべり、

おおむらさきつつじ、そめ

いよしの、かなめもち、そ

しんろうばい、きんもくせ

い、みつばつつじ 

一般都道506号 

八王子城山線 
6,193 2,501 281 782 725 313 1,038

とうかえで、 

さつき 

一般都道516号 

浅川相模湖線 
6,252

一般都道521号 

上野原八王子線 

（陣馬街道) 

19,015 14,404 105 57 409 54 463
とうかえで、 

さつき 

小   計 84,066 35,120 4,489 16,521 18,550 5,936 17,165 191 8,515 44,421

計 175,813 96,948 17,361 62,211 66,551 16,770 67,452 514 28,494 163,011



（エ) 橋梁の補修等 

老朽化や車両の大型化・重量化によって耐荷力の不足が懸念される橋梁が増加している。管内

の橋梁については、定期健全度調査により５段階の評価を行っており、その結果に基づき補強や

改良を順次実施している。 

①  橋梁の長寿命化 

都内の橋りょうの建設年次を見ると、大きなピークとなっているのが東京オリンピックから

高度成長期に架設されたものが多くを占めており、建設後50年を超えたいわゆる高齢化が進ん

でいる状況にある。 

このままでは近い将来、一斉に更新時期を迎えることとなり、膨大な事業費が短期間に必要

となる。一斉に膨大な事業費を要する架け替えを行うことは現実的ではないため、架け替え時期

の平準化と総事業費の縮減を図ることが求められている。 

そこで、「橋梁の管理に関する中長期計画」が平成21年３月に策定され、これまでの対症療法

型管理から予防保全型管理への転換が図られることとなった。 

この中では橋梁の長寿命化対策として、既設橋梁の安全性、使用性、耐久性を最新の技術に

より確保し橋梁の延命化を図ることとしている。 

当事務所管内では、小宮陸橋、高幡橋等が平成38年度までに対策を完了する長寿命化対象橋

梁となっている。 



ウ 交通安全施設の整備 

自動車交通のみならず、歩行者、自転車など、道路利用者の安全を確保するという観点か

ら、交通安全施設を整備している。管内の交通安全施設の概要は、表－32のとおりである。 

（平成29年4月1日現在)

事項 道 路 種 別 一般国道 主要地方道 一般都道 計

案内標識 38 543 896 1,477

警戒標識 8 104 234 346

規制標識 46 47 93

その他 25 75 100

計 46 718 1,252 2,016

ガードレール 4,373 12,836 48,618 65,827

ガードパイプ 1,017 26,953 45,351 73,321

ガードネット 63 2,102 6,020 8,185

その他 6,207 18,055 24,262

計 5,453 48,098 118,044 171,595

水銀灯 118 471 601

7 1,712 2,558 4,265

蛍光灯 616 746 1,362

ナトリウム灯 187 1,085 1,305 2,577

白熱灯 45 77 122

ＬＥＤ灯 16 169 185

計 194 3,592 5,326 9,112

一面鏡 22 86 304 412

二面鏡 12 82 144 238

計 34 168 448 650

植樹構造 5,582 9,052 14,634

舗装構造 4,986 2,886 7,872

チャッターバー 1,047 2,147 3,194

計 11,615 14,085 25,700

反
射
鏡

【基】

中
央
分
離
帯

【ｍ】

表－32　交通安全施設の現況

道
路
標
識

【本】

防

護

柵

【ｍ】

照

明

【基】

セラミックメタル
ハイランドランプ



エ 電線類地中化の推進 

安全かつ快適な歩行空間の確保、美しい都市景観の向上、災害時における情報通信ネット

ワークの確保等の観点から電線類の地中化を推進している。 

（イ) 一般都道下柚木八王子線（一160号) 

平成18年度から八王子駅南口の再開発事業等にあわせ、一般都道第160号線において、

電線類地中化事業を実施している。 

平成21～22年度で下図①の区間の電線類地中化工事を実施した。 

平成28年度から残る②110ｍ区間の整備を再開した。 

図－16

（ロ）一般都道小山乞田線（一158号） 

平成26年度より電線類地中化に向けて準備を進めている。平成29年度は、本体構築を

開始する。 



オ 道路災害防除 

管内西部に位置する山間部の道路は、険しい地形をぬっており、異常気象時には、落石や

道路斜面の崩壊等の災害が発生する恐れがある。 

一方で、これらの道路は地域住民にとって重要な生活道路として大きな役割を担っている

ため、当事務所ではこれら山間部の道路について「山岳道路の管理要領」（平成28年改訂)を

定め、定期巡回や点検を行い、危険個所の発見と交通路の安全確保に努めている。 

管内の山岳道路の概要は表－33のとおりである。 

表－33　管内の山岳道路一覧 (平成29年4月1日現在)

国道 一般国道411号 0.22 八王子市戸吹町

八王子町田線(主47号) 0.26 八王子市東浅川町～同市館町

楢原あきる野線(第176号) 0.15 八王子市戸吹町

浅川相模湖線(第516号) 1.98 八王子市裏高尾町

15.25

路　　　　線　　　　名 区　　　　　間

主
要
地
方
道

0.10

八王子あきる野線(第46号) 1.31

山田宮の前線(第61号) 1.94

合　　　　　　　　計

道 路 延 長

八王子五日市線(第32号)
(秋川街道)

あきる野市高尾町
(新小峰トンネルあきる野側抗口)

八王子市高月町
　～同市丹木町二丁目

八王子市上川町
　～同市美山町

八王子市高月町
　～同市加住町一丁目

八王子市西寺方町
　～同市上恩方町(和田峠)

八王子市犬目町～あきる野市
(戸吹トンネルあきる野側抗口)

一

般

都

道

瑞穂あきる野八王子線(第166号) 0.68

高月楢原線(第186号) 0.64

上野原八王子線(第521号) 7.97

表－34　平成29年度道路災害防除工事施行予定箇所

路　　　線　　　名 施　行　場　所

1 一521号 八王子市上恩方町



３ 市町村土木補助 

都市化の進展により管内の各市においても公共施設の整備が強く求められている。都は増加す

る交通量に対処するため、市が施行する市道の改修や舗装などの整備事業に対して補助している。 

八 王 子 市 277,216

日 野 市 44,775

計 321,991

道　　　路種 別
市 別

表－35 平成28年度市町村土木補助事業決算
(単位：千円)

八 王 子 市 283,879

日 野 市 328,800

計 612,679

道　　　路種 別
市 別

表－36 平成29年度市町村土木補助事業予算
(単位：千円)
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第３ 河川事業

管内は、西部に関東山地、北部と南部にそれぞれ秋川丘陵、多摩丘陵と三方を起伏に富んだ地

形に囲まれている。管理する河川は、神奈川県と接する高尾山系の陣馬山、景信山などの山々や

秋川丘陵、多摩丘陵にその源を発し、八王子・日野の両市街地を貫流して、多摩川中流部右岸に

合流する多摩川水系の18の一級河川でその総延長は約120kmである。（表－37参照） 

これらの河川は、山地・丘陵部から平地へと流れて地域を形成しており、市民生活に欠かせな

いものであるとともに、鮎、カワセミやホタル等が生息する自然環境を有している。この空間は、

市街化に伴い、通勤・通学、散策、環境学習など多様な主体に利用され、市民が豊かな自然環境

にふれあうことで憩い集える貴重なオープンスペースとなっている。一方、平成26年６月の大雨

では、溢水はしなかったものの護岸が２か所崩落するなど、流域の安全・安心を確保する護岸整

備の重要性が高まった。 

こうしたことから、洪水を安全に流下させる護岸整備を精力的に進めるとともに、落差のある

堰に魚道を付加するなど生物の生息環境の改善、河岸の緑化や緩傾斜護岸の整備など親しめる水

辺空間の創出に取り組んでいる。 

管理面においては、河川施設点検業務委託で、河川の機能を確認するための調査を実施すると

ともに、老朽化等に伴い崩壊する恐れや、河床の低下により根入れ不足で危険になった護岸など

について、補修、補強、根固め等の工事を行う河川防災工事と河川維持工事を現場状況に応じて

実施している。さらに、河川敷、遊歩道の草刈りや河道の清掃、及びしゅんせつを行って河川環

境を良好な状態に保つよう努めている。 

その他、急傾斜地におけるがけ崩れや土石流による災害を未然に防止するため、急傾斜地崩壊

防止対策工事や砂防工事を実施している。さらに、土砂災害のおそれのある土地の区域を明らか

にするための調査を実施し、土砂災害警戒区域等を指定している。 

また、治水と利水の調和を図りながら、河川法、公有土地水面使用規則等に基づいて、河川の

占用・使用の適正化のために監察等の河川管理事務を行っている。 



表－37 管理河川一覧 

等

級

水

系
河川名 

管   理   区   間 
延 長

（km） 

流域面積 

（k㎡） 
上 流 端 

（ ）は管理境

下 流 端 

（ ）は管理境

一

級

河

川

多

摩

川

水

系

大 栗 川  八王子市鑓水二丁目1649番1 地先 
（八王子市大塚） 

多摩市境  
10.98 26.2 

大 田 川 
左 八王子市南大沢字2号276 

右   〃     7号324 地先 

八王子市峰ケ谷戸 

大栗川合流点 
1.69 4.1 

程 久 保 川 
左 日野市程久保6号310 

右   〃   7号324 地先 

日野市落川 

多摩川へ合流点 
3.80 5.0 

浅 川 
左 八王子市上恩方町4001 

右   〃     3942 中の橋 

 八王子市元本郷町  

 南浅川合流点 
16.92 26.4 

湯 殿 川 
左 八王子市館町766 

右   〃   1087  山王橋 

八王子市長沼町  

浅川との合流点  
8.90 14.5 

兵 衛 川 
左 八王子市宇津貫町712 ＪＲ横浜線鉄橋 

右   〃     720 

八王子市片倉町  

湯殿川との合流点 
2.80 6.0 

山 田 川 
左 八王子市山田町2023  

右   〃    2022 西谷橋 

八王子市北野町  

浅川への合流点  
4.80 5.0 

川 口 川 
左 八王子市上川町383  

右   〃    4101 コンクリート橋 

八王子市中野町  

浅川への合流点  
14.09 17.6 

南 浅 川 
左 八王子市裏高尾町1615－1宝珠寺 

右   〃    1297－2下守谷戸合流点 

八王子市元本郷町  

浅川への合流点 
8.11 21.2 

案 内 川 
左 八王子市南浅川町4209  

右   〃     4212－1 地先 

八王子市高尾町  

南浅川への合流点 
8.00 10.3 

城 山 川 
左 八王子市元八王子町三丁目2721  

右   〃  2731 城跡 北堀川合流点 

八王子市楢原町  

浅川への合流点 
7.10 9.5 

御 霊 谷 川 
左 八王子市元八王子町三丁目2883  

右   〃   2864 地先 御霊谷西橋 

八王子市元八王子3丁目 

城山川への合流点 
0.75 1.2 

山 入 川 
左 八王子市美山町2514  

右   〃   64 宝珠橋 

八王子市西寺方町  

浅川への合流点 
5.00 10.2 

小 津 川 
左 八王子市小津町917  

右   〃    851 向橋 

八王子市美山町  

山入川への合流点 
4.00 7.5 

醍 醐 川 
左 八王子市上恩方町3231  

右   〃    3256 ににく橋 

八王子市上恩方町  

浅川への合流点 
3.80 7.7 

谷 地 川 
左 八王子市戸吹町851  

右   〃    854 岩の入沢合流点 

日野市栄町  

多摩川への合流点 
12.90 18.2 

秋 川  （右 八王子市高月町 東秋留橋下） 
八王子市高月町  

多摩川への合流点 
2.50 

166.3 

の一部 

大 沢 川 
左 八王子市川町336  

右   〃   393－2 地先 大沢橋 

八王子市大楽寺町  

城山川への合流点  
3.50 4.1 

合  計 18河川  119.64  

（注）1. 延長は、管理区間を示す。 

   2. 流域面積は、管理区間の自己流域を示す。ただし、秋川については全体流域を示す。 

   3. 3号指定のある河川は、浅川、南浅川、秋川の3河川 

     保全区域の指定のある河川は、秋川1河川 



1 河川の整備 

水害から都民の生命と財産を守るためには、治水安全度を高め、洪水を安全に流下させる必要

がある。このため、河道拡幅や河床堀削などの整備を進め、河道の流下能力を大きくしている。

一方、河川は、うるおいのある豊かな生活には欠くことのできないものとして期待されており、

特に、地域の風土や文化を活かした川づくりが望まれている。 

そこで、計画的かつ着実に整備を進めていくために、地域住民に対して工事着手前に事業説明

会等を行い、工事内容を説明するとともに工事中の不便や支障の発生に対し理解と協力を得るこ

ととしている。 

管内の河川の整備状況は表－38のとおりであり、中小河川整備事業の対象として位置付けられ

ている河川は１１河川（延長約61.87km）である。平成28年度末での河川改修延長は約43.2km、全

体整備率は69.8％となっている。 

また、平成28年度の中小河川整備事業の実績、平成29年度の事業計画は表－40、41のとおりで

ある。 

表－38 中小河川整備事業実施状況 

河  川  名 管理延長（km）
整備計画延長

（km） 

平成29年3月現在  整備率 

整備延長（km） 整備率（％） 

大 栗 川 10.98 7.24 7.24 100.0 

大 田 川 1.69 1.69 1.69 100.0 

程 久 保 川 3.80 3.06 3.06 100.0 

浅 川 16.92 6.97 0.70 10.0 

湯 殿 川 8.90 8.78 8.00 91.1 

兵 衛 川 2.80 2.63 2.63 100.0 

山 田 川 4.80 4.26 2.31 54.2 

川 口 川 14.09 8.06 4.86 60.3 

城 山 川 7.10 5.45 3.12 57.3 

谷 地 川 12.90 10.68 8.11 75.9 

大 沢 川 3.50 3.05 1.49 48.9 

合 計 87.48 61.87 43.21 69.8 



表－39 都市計画河川事業の概要一覧（1） 

河
川
名

計 画 決 定 事 業 認 可 

告
示

年月日

計画決定区域 
幅員 
ｍ 

延長 
ｍ 

告
示

年月日

事 業 認 可 区 域 
幅員 
ｍ 

延長 
ｍ 

事業 
施行 
年度 

摘要 
番号 番号 

大

栗

川

44.3.4 

建告第453号

（完了）

自 八王子市大塚815-2 

（多摩市境界）

至 八王子市鑓水北街道2038

（ごてん橋）

45.0 

～

20.0 

7,240

47.2.4 

建告第 138号

自 八王子市大塚815-2 

（多摩市境界）

至 八王子市東中野 

（東中野橋上流200ｍ）

45.0 

～

43.5 

2,000

S42 

～

S48 

八王子

都市計

画河川

第1号

58.3.9 

建告第404号

自 八王子市下柚木17号2148-1

（前田橋）

至 八王子市鑓水北街道2038

（ごてん橋）

26.0 

～

20.0 

1,900

S53 

～

S63 

〃 

大
田
川

44.3.4 

建告第453号

（完了）

自 八王子市大字松木10号1303 

（大栗川合流点）

至 八王子市南大沢清水入谷戸

（大田橋）

20.0 

～

21.0 

1,690

～

～

八王子

都市計

画河川

第2号

程

久

保

川

43.9.3 

建告第2505号

（完了）

自 日野市大字百草1295  

（多摩川合流点）

至 日野市大字程久保440  

（無名橋中心）

32.5 

～

18.0 

3,060

43.9.3 

建告第2505号

自 日野市大字百草1229 

（多摩川合流点）

至 日野市大字三沢538 

（京王線下流140ｍ）

32.5 

～

20.0 

1,390

S43 

～

S46 

日野都

市計画

河川第

1号 

52.3.24 

建告第 374号

自 日野市大字三沢 

（境橋中心）

至 日野市大字程久保 

（多摩動物公園駅前 無名橋中心）

18.0 

～

17.0 

800 

S48 

～

S56 

〃 

54.3.22 

建告第 466号

自 日野市大字三沢538 

（京王線下流140ｍ）

至 日野市大字三沢 

（境橋中心）

20.0 

～

18.0 

820 

S46 

～

S55 

〃 

浅

川

48.6.19 

建告第710号

自 八王子市清川町 

（南浅川合流点）

至 八王子市恩方町 

（河原宿橋）

200 

～

50 

5,970
～ ～

八王子

都市計

画河川

第4号

湯

殿

川

48.6.19 

建告第709号

自 八王子市長沼町 

（浅川合流点）

至 八王子市館町 

（山王橋）

36.0 

～

18.0 

8,780

49.2.12 

建告第 123号

H5.3.22 

建告第 846号

自 八王子市長沼町 

（浅川合流点）

至 八王子市寺田町 

（椚橋下流）

36.0 

～

22.0 

5,700

S48 

～
H4 

八王子

都市計

画河川

第5号

H2.5.10 

建告第1062号

H7.3.14 

建告第 617号

H12.3.28 

建告第 718号

自 八王子市椚田町 

（椚橋下流端）

至 八王子市館町 

（和合橋上流端）

22.0 

～

18.0 

1,220

H2 

～

H6 

H11 

H14 

〃 

H8.10.23 

建告第1974号

H13.3.15 

局告第49号 

自 八王子市館町 

（和合橋上流端）

至 八王子市館町 

（地蔵橋下流）

18.0 900 

H8 

～

H12 

H17 

〃 

H21.4.20 

建告第226号

H26.3.31 

関地整告 

第189号

自 八王子市館町 

（地蔵橋上流）

至 八王子市館町 

（湯島橋下流）

16.0 

～

18.0 

330 

H21 

～

H30

〃 



表－39 都市計画河川事業の概要一覧（2） 

河
川
名

計 画 決 定 事 業 認 可 

告
示

年月日

計画決定区域 
幅員 
ｍ 

延長 
ｍ 

告
示

年月日

事業認可区域 
幅員 
ｍ 

延長 
ｍ 

事業 
施行 
年度 

摘要 
番号 番号 

城

山

川

55.1.22 

建告第71号

自 八王子市叶谷町 

（浅川合流点）

至 八王子市元八王子町三丁目 

（新宮前橋上流）

32.0 

～

22.0 

4,090

61.5.9 

建告第1051号

H3.3.25 

建告第730号

自 八王子市叶谷町 

（浅川合流点）

至 八王子市横川町 

（大沢川合流点）

32.0 

～

22.0 

1,300

S61 

～

H2 

八王子

都市計

画河川

第6号

H2.5.10 

建告第1066号

H7.3.14 

建告第 618号

自 八王子市横川町 

（大沢川合流点）

至 八王子市元八王子町二丁目 

（中央自動車道）

22.0 1,370

H2 

～

H6 

H9 

H22 

〃 

H8.1.8 

建告第33号

H12.3.28 

建告第 720号

自 八王子市元八王子町二丁目 

（中央自動車道）

至 八王子市元八王子町二丁目 

（出羽橋上流）

22.0 450 

H7 

～

H11 

H14 

H17 

〃 

H25.4.5 

関地整告 

第209号 

自 八王子市元八王子町二丁目

（出羽橋上流）

至 八王子市元八王子町二丁目

22.0 530 

H25 

～

H32 

〃 

兵
衛
川

60.12.10

都告第1274号

自 八王子市片倉町 

（湯殿川合流点）

至 八王子市宇津貫町 

（ＪＲ横浜線下流端）

20.0

～

13.0 

2,530

↓ 

2,520

～

S61 

～

H14 

八王子

都市計

画河川

第8号

H12.8.3 

都告第904号

川

口

川

61.8.12 

都告第860号

自 八王子市中野上町一丁目

（浅川合流点）

至 八王子市上川町 

（釜の沢上流端）

32.0 

～

23.0 

8,060

62.6.1 

建告第1170号

自 八王子市中野上町一丁目

（浅川合流点）

至 八王子市中野上町三丁目

（原屋敷橋上流端）

32.0 

～
31.0 

1,100

S62 

～

H3 

八王子

都市計

画河川

第9号

元.5.31 

建告第1139号

自 八王子市中野山王三丁目

（原屋敷橋上流端）

至 八王子市楢原町 

（新清水橋上流端）

31.0 1,090

H元 

～

H5 

〃 

H4.6.26 

建告第1239号

自 八王子市楢原町 

（新清水橋上流端）

至 八王子市犬目町 

（高尾橋上流端）

31.0 2,070

H4 

～

H8 

〃 

H9.2.20 

建告第229号

H3.3.15 

局告第50号 

自 八王子市犬目町 

（高尾橋上流端）

至 八王子市川口町 

（山王橋上流端）

31.0 1,310

H9 

～

H12 

H17 

〃 



表－39 都市計画河川事業の概要一覧（3） 

河
川
名

計 画 決 定 事 業 認 可 

告
示

年月日

計画決定区域 
幅員 
ｍ 

延長 
ｍ 

告
示

年月日

事業認可区域 
幅員 
ｍ 

延長 
ｍ 

事業 
施行 
年度 

摘要 
番号 番号 

谷

地

川

46.11.5 
都告第1210号

（完了）

自 日野市栄町五丁目 
（多摩川合流点）

至 日野市栄町五丁目 
（八王子境界）

48.0 

～

44.0 
130 

46.12.23 
建告第2081号

49.3.24 
建告第373号

自 日野市栄町五丁目 
（多摩川合流点）

至 日野市栄町五丁目 
（八王子境界）

48.0

～

44.0 
130 

S46 

～

S56 

日野都
市計画
河川第
2号 

46.11.5 
都告第1210号

（完了）

自 日野市栄町五丁目 
（八王子境界）

至 日野市栄町五丁目 
（八王子境界）

50.0 

～

37.0 
600 

46.12.23 
建告第2081号

52.3.24 
建告第373号

自 日野市栄町五丁目 
（八王子境界）

至 日野市栄町五丁目 
（八王子境界）

50.0

～

37.0 
600 

S46 

～

H8 
〃 

46.11.5 
都告第1211号

自 八王子市小宮町 
（日野市境界）

至 八王子市小宮町 
（日野市境界）

44.0 
～

41.0 
170 

46.12.23 
建告第2082号

61.3.1 
建告第249号

自 八王子市小宮町 
（日野市境界）

至 八王子市小宮町 
（日野市境界）

44.0 

～

41.0 
170 

S46 

～

H2 

八王子
都市計
画河川
第3号

37.0 

～

16.0 
9,710

46.12.23 
建告第2082号

H3.3.25 
建告第328号

自 八王子市小宮町 
（日野市境界）

至 八王子市滝山町一丁目 
（横山橋下流）

37.0 

～

24.0 
3,680

S46 

～

H5 
〃 

元.9.16 
建告第1547号

H6.3.16 
建告第719号

自 八王子市加住町一丁目 
（月見橋下流端）

至 八王子市宮下町 
（鶴前橋上流）

23.0 

～

20.0 
1,220

H元 

～

H10 
H21 

〃 

H5.7.12 
建告第1549号
H10.3.24 

建告第844号

自 八王子市滝山町一丁目 
（横山橋下流）

至 八王子市丹木町 
（滝山橋上流）

24.0 840 
H5 

～

H912 
〃 

H8.1.8 
建告第31号 
H12.3.28 

建告第717号

自 八王子市丹木町一丁目 
（滝山橋下流）

至 八王子市丹木町二丁目 
（黄金橋上流）

24.0 

～

23.0 
570 

H7 

～

H11 
H14 
H19 

〃 

H10.7.10 
建告第1427号

自 八王子市丹木町二丁目 
（黄金橋上流）

至 八王子市加住町一丁目 
（月見橋）

23.0 1,130

H10 

～

H14 
H27 
H32 

〃 

H21.4.20 
建告第225号

自 八王子市宮下町 
（鶴前橋上流）

至 八王子市戸吹町 
（落合橋）

19.5 630 

H21 
～

H27 
H32 

〃 

大
沢
川

55.1.22 
都告第71号

自 八王子市大楽寺町 
（城山川合流点）

至 八王子市川町 
（大沢川上流）

22.0 

～

18.0 
3,050

55.1.22 
建告第1072号
H2.3.25 

建告第596号

自 八王子市大寺町 
（城山川合流点）

至 八王子市川町 
（大沢川上流）

22.0 

～

19.0 
1,410

S55 

～

H6 

八王子
都市計
画河川
第7号

表－40 平成28年度河川事業整備実績 

事 業 名 河 川 名 箇     所 工 事 規 模 摘   要 

中 小 河 川 

整 備 費 
川 口 川 

八王子市犬目町～川口町地内 護岸施工延長 Ｌ＝140m 高尾橋上流 

八王子市川口町地内 護岸施工延長 Ｌ＝140m 駒形橋下流 



表－41 平成29年度河川事業整備計画 

事 業 名 河 川 名 箇     所 工 事 規 模 摘   要 

中 小 河 川 

整 備 費 

谷 地 川 
八王子市宮下町地内 護岸施工延長 Ｌ＝60m 無量寺橋上下流 

八王子市戸吹町地内 分流工3箇所,護床工1箇所 宮下橋～鶴舞橋 

川 口 川 
八王子市犬目町地内 河床施工延長 Ｌ＝300m 高尾橋上流 

八王子市川口町地内 護岸施工延長 Ｌ＝150m 駒形橋下流 

城 山 川 八王子市元八王子町二丁目地内 護岸施工延長 Ｌ＝110m 出羽橋上流 

（1）河川用地の取得 

 河川整備事業を促進するためには、事業用地の計画的かつ早期の取得が必要である。河川事業

の多くは道路事業と比べた場合、顕著な開発利益に結びつきにくいことや、災害の発生に対する

個々人の受け止め方の違い等の事情があり、河川改修の緊急性、重要性について理解を得ること

に努めている。 

 （用地取得の手順については、道路用地の取得の頁を参照） 

ア 用地取得の状況 

 現在事業中箇所の平成28年度末の用地取得面積は33,577㎡である。 

（詳細は、表－42のとおり） 

イ 用地取得をめぐる環境 

 河川の用地取得をめぐる環境条件は道路の場合とほぼ共通しているが、事業に対する期待度

に相違がある。道路の場合は完成すると、用途地域の見直し等、開発への期待が大きいが、河

川はそうしたことが見込まれないため、関係人からの理解が得られにくく交渉が難航する場合

もある。 

表－42 河川用地取得一覧（平成28年度末） 

事業 箇  所 
用地取得 
開始年度 

延長 
（ｍ） 

全体計画
（㎡） 

取得面積
（㎡） 

取得率

中小河川整備 

谷地川(黄金橋～月見橋) 平成10年度 1,130 9,271 8,539 92％ 

谷地川(鶴前橋～落合橋) 平成22年度 630 17,542 15,953 91％ 

湯殿川(地蔵橋～湯島橋) 平成22年度 330 4,769 4,084 86％ 

城山川(出羽橋上流) 平成25年度 550 5,016 5,001 98％ 

計 2,640 36,598 33,577 92％ 



(2）中小河川整備事業 

ア 湯殿川 

湯殿川は神奈川県城山町境の権現谷に源を発し、東方向へ流れ、八王子市片倉町で兵衛川を

合せ、長沼町付近で浅川右岸に合流する延長8.9kmの河川である。 

東西に長い流域は八王子市南部に位置しており、全域にわたり開発が進んでいる。特に上流

域には大規模な団地が造成され、整備が急がれていた。 

浅川合流点から住吉橋（国道16号）までの区間については、昭和59年度から工事に着手して、

平成12年度までに整備が完了した。 

住吉橋から西明神橋までの区間については、昭和53年度から工事に着手し西明神橋の架替を

含め、平成21年度までに完了した。 

平成29年度は、引き続き用地取得を進めていく。 

図－17 



イ 川口川 

川口川は八王子市上川町付近に源を発し、秋川街道沿いに南北に流れ、中野上町付近で浅川

左岸に合流する延長14.09kmの河川である。 

既設護岸は、経年による老朽化が著しく脆弱である。また、流域の市街化の進行とともに、

流出量が年々増大し、洪水の危険性が高まっている。 

昭和62年度より浅川合流点から工事着手し、平成16年度から17年度にかけて、明治橋上下流

160ｍの護岸整備と、明治橋の架替工事を実施し、大正橋上流までの整備を完了した。 

平成25年度より、大正橋上流から山王橋までの約1.4km区間について工事に着手した。 

平成29年度は、高尾橋上流の河床整備工事及び駒形橋下流の護岸整備工事を進めていく。 

図－18 

L=300m

L=150m



ウ 城山川 

城山川は、八王子市元八王子町の八王子城跡付近に源を発し、宮の前付近で御霊谷川を合流

させ、中央自動車道を横切り、滝原新橋の下流で大沢川を合せながら北東に流れ、叶谷町付近

で浅川右岸に合流する延長7.1kmの河川である。 

流域の市街化に伴う流出量の増加に対処するため、浅川合流点から出羽橋までの区間は、昭

和61年度から工事に着手し、平成11年度までに整備が完了している。 

出羽橋より上流については、平成25年4月に事業認可を取得し、平成29年度は、出羽橋上流の

護岸整備工事及び用地取得を進めていく。 

図－19 

L=110m



エ 谷地川 

谷地川は秋川丘陵の八王子市戸吹町に源を発し、滝山街道沿いに八王子市の北部を東方向へ

流れ、国道16号、ＪＲ八高線をそれぞれ横切り、日野市栄町付近で多摩川右岸に合流する延長

12.9kmの河川である。 

河道は、蛇行が著しく、かつ河床も浅いため、沿川一帯はわずかな降雨によっても溢水氾濫

し、度々沿川の家屋や農作物に対して被害を与えてきた。 

昭和59年度から工事に着手し、平成23年度までに城山下橋までの整備及び鶴舞橋付近の護岸

及び橋梁架替整備が完了している。 

平成29年度は、無量寺橋上下流の護岸整備工事及び用地取得を進めていく。 

図－20 

L=60m 



（3）河川環境整備事業 

近年、河川に対しては、水辺に親しめる場、生き物を育む場、自然とふれ合える場、美しい景

観の創出など、都市の貴重なオープンスペースとして多種多様な期待が寄せられている。 

管内河川は、豊かな自然環境を有している河川も多いため、河川整備にあたっては、現有の良

好な自然環境の保全や緩傾斜護岸等の整備を図り、うるおいのある水辺空間の創出に努めている。 

また、平成２年度から「いこいの水辺整備事業」により、河川管理用通路や旧河川敷等を活用

し、水辺の散策路やアクセス遊歩道を整備するなど、良好な河川環境の向上を図ってきた。管内

河川では、程久保川、谷地川、山田川、大栗川と整備を進めてきた。今後は、水と緑のネットワ

ークを形成し水辺空間の魅力を向上させるため、既に河川整備が完了している河川についても新

たに河川緑化事業を実施していく。 

大栗川においては、昭和30年、40年代の周辺の市街地開発と併せた改修が行われ、現状の河道

は直線的、かつ、人工的な環境になっている。このため、河川環境を緑豊かな河川空間に再生す

ることを目的に、平成27年度以降、緑化及び親水整備工事を実施している。 

大栗川（八王子市堀之内三丁目地内）



（4）河川事業関連活動 

①『浅川流域連絡会』 

浅川水系13河川及び谷地川、程久保川、大栗川、太田川を治水上の安全確保と良好な河川環

境を形成するためには、都民と行政が共通認識に基づき、協働・連帯して川づくりを進めてい

くことが必要である。そこで、公募による上記河川流域住民、流域に関心を持ち活動している

団体と流域自治体、河川管理者が河川に係わる情報や意見交換及び提案等を行うことを目的と

して、「浅川流域連絡会」を平成２０年３月に発足した。 

現在、第５期を向かえ、都民委員12名、団体委員７名、行政委員６名の計25名で活動を行っ

ている。 

浅川流域連絡会には、「環境に配慮した川づくり分科会」と「生きもの分科会」を設置し、

分科会を中心に活動を行っている。 

「環境に配慮した川づくり分科会」では、川口川の整備計画に関して意見交換を行い、「河

川改修計画に対する提案と成果一覧」を作成している。河川整備後における意見反映状況の見

えるかを図っている。 

「生きもの分科会」では、工事の影響の有無や施工方法への意見・提案を行うため、河川整

備の前後に「生きもの調査」を行い「生き物調査経年変化表」を作成し、データの蓄積を行っ

ている。 

②河川愛護月間行事 『川を歩こう～南浅川～』 

河川愛護月間（7月）は、昭和49年に国土交通省(旧建設省)が、身近な自然環境である河川

への市民の関心の高まりに応えるため、広報活動の一環として、良好な河川環境の保全・再生

などの推進や都民の河川愛護意識の醸成を目的に定めている。東京都では、東京の川への親し

みや愛着を持っていただくため、この期間に各種行事を行っている。当事務所では、「川を歩

こう～南浅川～」を開催している。 

川沿いを歩きながら、川の様子や歴史、川づくりなどについて、スタッフが解説し、日頃何

気なく歩いている川をより身近に感じてもらう行事で、南浅川には、「ケーブルカー高尾山駅

からＪＲ高尾駅に至る上流コース」と「ＪＲ高尾駅から八王子市役所に至る下流コース」の2

コースがあり、隔年で実施している。 

本年度は、都民（公募）３８名の参加者とともに「下流コース」で開催した。 





２ 河川の管理 

 河川の持つ顔はそのときの気象条件により、様々に変わる。普段は静かに流れている河川も、

一旦台風や集中豪雨に見舞われると生命や財産に大きな被害をもたらすことにもなりかねない。 

 そこでこれらの被害を未然に防止するとともに生活環境の一つである河川を良好な状態で維持

するため、日常管理に万全を期す必要がある。 

 流水の力により洗掘（浸食作用）や根入れ不足となった危険箇所を補強したり、老朽化した護

岸や堤防を改修するハード面からの維持管理を行うとともに、公共用物である河川の適正利用と

流水の正常な機能を維持するために河川占用、使用に対して許可を与えたり河川への放流を承認

するなどのソフト面からも管理を行っている。 

 なお、河川法が適用されない管内の普通河川（水路）については、平成14年４月１日をもって、

砂防施設箇所を除いて地方分権一括法に基づき八王子、日野の両市に財産譲渡された。 

(1）河川管理事務 

ア 河川の占用・使用許可 

 河川は公共用物であり、河川本来の機能に支障がないかぎり河川管理者が許可を与え河川の

適正な利用をさせることができる。 

 占用、使用等の状況は表－43、表－44のとおりである。 

表－43 河川占用等取扱い状況             （単位：件） 

年度 
項目 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
26年度 

平成 
27年度 

平成 
28年度 

河 川 敷 地 の 占 用 266 402 336 353 423 

工 作 物 の 設 置 86 179 110 90 87 

自 費 工 事 4 4 9 8 6 

放 流 24 58 63 58 66 

そ の 他 5 15 11 12 9 

計 385 658 529 521 591 

表－44 河川及び水路占用料収入状況           （単位：件） 

年度 
項目 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
26年度 

平成 
27年度 

平成 
28年度 

件 数 1,806 1,893 1,952 1,975 2,048 

金  額 （千円） 35,544 36,363 31,631 32,048 33,135 



イ 開発協議等 

 管内においては、開発行為や土地区画整理事業が進められている。これらの開発行為等が関

連する河川に様々な影響を与えるため、河川管理者との協議が必要とされている。 

 同意・協議の事務処理件数は表－45のとおりである。 

表－45  同意・協議の事務処理件数        （単位：件） 

年度 
項目 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
26年度 

平成 
27年度 

平成 
28年度 

開発行為に関する同意・協議、
区画整理事業区域の編入同意 

0 1 0 0 0 

ウ 境界立会等 

 急激な都市化が進むなかで、河川区域に接する箇所での建築物の建築が増加している。この

場合、境界確定に立ち会ったり、建築確認事務に必要な河川区域確認のために照会に応じ、回

答している。 

 境界確定立会い等の状況は表－46のとおりである。 

表－46 境界確定立会等の状況           （単位：件） 

年  度 
項  目 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
26年度 

平成 
27年度 

平成 
28年度 

境 界 確 定 立 会 17 24 17 15 17 

建築確認に伴う照会の回答 3 5 1 1 2 

区 域 証 明 14 15 7 10 18 

合   計 34 44 25 26 37 

エ 財産管理 

（ア）開発行為等に伴う財産の異動 

 開発行為や土地区画整理事業が施行された結果、河川区域に変更が生じる場合がある。こ

れらの変更に伴う、財産の異動事務を処理している。 

（イ）旧河川敷の処理等 

 河川改修の進捗に伴い、旧河川敷となった土地は、「旧河川敷地及び事業残地の取扱方針」

（昭和59年４月）及び「実施要領」に基づいて測量調査や廃川処理事務を進めている。 

 また、河川や砂防施設箇所（平成14年度以降）の水路として機能を失ったものについては、

用途廃止をしている。 

 その処理件数は表－47のとおりである。



表－47 旧河川敷の処理件数         （単位：件） 

年度 
項目 

平成 
24年度 

平成 
25年度 

平成 
26年度 

平成 
27年度 

平成 
28年度 

廃 滅 水 路 の 用 途 廃 止 0 0 0 0 0 

廃 川 処 理 1 0 0 0 0 

（ウ）事業残地の管理 

 河川事業用地を取得する場合に、取得する土地の形状、形態によりいわゆる事業残地が生

ずることがある。この事業残地は「建設局所管公有財産管理要綱」（平成６年３月）に基づい

て管理し、緑を取り入れた遊歩道、親水広場、緑地帯等地域住民のいこいの場として活用し

ている。 

オ 河川監察 

 河川の機能を確保し、うるおいのある環境を保全するため、河川の不法占用または管理施設の破損

の発見や、ゴミ等の不法投棄、汚水の放流等の禁止行為の取締り、また占用工事の指導を行っている。 

 河川区域は地形的に車両や人の接近が困難な場所が多く、これらの不法行為や禁止行為を迅速に発

見し排除することが困難な場合もある。 

 夏季に向かっては事故発生を未然に防止するため、砂防設備、急傾斜地崩壊防止施設、緩傾斜護岸

及び転落防止柵など河川管理施設の重点的な監察を行っている。 

 また、地域住民から苦情などの通報や陳情が寄せられた場合には、迅速かつ適切な対応に努めてい

る。 

 平成28年度における河川監察実施状況は、表－48のとおりである。 

表－48 平成28年度河川監察実施状況 

（1）監察パトロールの実施 

区分 対象河川数 回 数 延 長 時 間 

平常時 18河川 137回 141.64km 5,130分 

異常時 0河川 0回 0km 0分 

（2）不法占用等の監察 

監 察 状 況 
措置状況（重複あり） 

口頭指導 文書指導 清掃修繕等 その他 

流水及び土地の占用の許可 0件 0件 0件 0件 0件 

工作物の新設及び土地の掘削の許可 39件 0件 1件 0件 38件 

河川の流水等に支障を及ぼす行為の制限 196件 1件  0件 3件 192件 

河川環境の状況（水質異常、悪臭等） 1件 0件 0件 0件 1件 

河川管理施設の状況（破損・異常等） 198件 0件 0件 0件 198件 

計 434件 1件  1件 3件 429件 



（2）河川防災・維持工事 

護岸の老朽化や天然河岸の侵食による崩壊及び流水による洗掘等が原因で発生する災害を未

然に防止するため、河川防災工事や河川維持工事を行っている。 

河川防災工事は、平成28年度、南浅川、浅川、大栗川で施工した。 

平成29年度からは、損傷により被害が甚大となりうる谷地川、川口川、湯殿川について、河

川防災工事にて計画的に補修工事を行っていく。 

河川維持工事は、管内18河川で維持・補修を行うとともに、河川敷・遊歩道等の草刈・除草

や、河道の清掃等を適宜実施した。 

なお、河川防災等工事の平成28年度実績と、平成29年度の河川防災等事業の計画は、表－49、

50のとおりである。 

表－49 平成28年度河川防災等事業整備実績 

河 川 名 施 工 箇 所 工 事 内 容 摘         要 

浅 川 八王子市泉町～楢原町 施工延長Ｌ＝420ｍ 低水路工 

南 浅 川 
八王子市叶谷町～横川町 施工延長Ｌ＝460ｍ 築堤工 

八王子市横川町～東浅川町 施工延長Ｌ＝440ｍ 護岸工ほか 

大 栗 川 八王子市大塚 施工延長Ｌ＝170ｍ 護岸工 

落川急傾斜地 日野市落川 施工面積Ａ＝560㎡ グラウンドアンカー工 

表－50 平成 29 年度河川防災等事業整備計画

河 川 名 施 工 箇 所 工 事 内 容 摘         要 

谷 地 川 八王子市戸吹町 施工延長Ｌ＝650ｍ 河床工 

川 口 川 八王子市上川町 施工延長Ｌ＝900ｍ 河床工 

湯 殿 川 八王子市片倉町 工事延長Ｌ＝800ｍ 河床工 

山 田 川 八王子市緑町 施工延長Ｌ＝100ｍ 護岸工 

程 久 保 川 日野市程久保 施工延長Ｌ＝110ｍ 護岸工 

谷 地 川 八王子市丹木町 施工延長Ｌ＝200ｍ カルバート工 

落川急傾斜地 日野市落川 施工面積Ａ＝720㎡ グラウンドアンカー工 



３ 土砂災害対策事業 

 当所管内は、山地や丘陵に囲まれた起伏に富んだ地形をしており、土石流やがけ崩れ等による

土砂災害のおそれのある地域が多数存在する。当所では、こうした土砂災害の危険箇所において

砂防堰堤の整備やがけ崩れ防止工事などを進めてきたが、これらのハード対策に加え、警戒避難

体制の整備や危険箇所での開発の抑制等を目的とした土砂災害警戒区域等の指定を進めており、

ソフト対策とハード対策の連携した総合的な土砂災害対策を実施している。 

（1）砂防事業 

 砂防事業は、砂防法（明治30年施行）に基づき実施している。土石流の発生するおそれがあ

る箇所を砂防指定地に指定し、土砂の発生や流出を抑制するための土地改変の制限と併せて、

砂防堰堤や流路工などを整備している。当所管内における最近の砂防事業の実施状況は、以下

のとおりである。 

 力石沢支川砂防工事（八王子市上恩方町）は、平成13年度に工事着手し、15年度に砂防堰堤

１基が完成した。平成20年度までに流路工を整備し、事業が完了している。 

 平成20年８月末豪雨で被災した初沢地区第１沢、第２沢（八王子市初沢町）は、同年10月に

「災害関連緊急砂防事業」の採択を受け、平成21年度までにそれぞれの渓流で砂防堰堤１基が

完成している。平成29年度は、初沢地区第１沢の流路工整備を引き続き施工中である。 

 中の沢砂防工事（八王子市裏高尾町）は、平成22年に工事着手し、平成25年度までに砂防堰

堤１基と流路工を整備し事業が完了している。 

 当所管内の砂防指定地は、表－51のとおりである。 

表－51 砂防指定地（１） 

河 川 名 指定区域（町名） 告示番号 告示年月日 指定地面積（ha）

浅  川 八王子市西寺方町他 内告第 27号 昭11. 1.27 5.2 

 上恩方町 建告第2023号 昭35.10. 1 1.6 

川 口 川 八王子市上川町他3町 建告第 651号 昭26. 6.28 25.9 

南 浅 川 八王子市高尾町他2町 内告第 24号 昭 8. 1.30 3.2 

山 入 川 八王子市美山町  内告第 24号 昭 8. 1.30 21.6 

 西寺方町 内告第 42号 昭 9. 8.30  

     下恩方町 内告第 27号 昭11. 1.27  

  内告第 621号 昭17.10.22  

  建告第 651号 昭26. 6.28  

小 津 川 八王子市下恩方町 内告第 24号 昭 8. 1.30  

  内告第 621号 昭17.10.22 33.4 

醍 醐 川 八王子市上恩方町 建告第2023号 昭35.10. 1 0.4 



表－51 砂防指定地（２） 

河 川 名 指定区域（町名） 告示番号 告示年月日 指定地面積（ha） 

谷 地 川 八王子市戸吹町他2町 建告第 651号 昭26. 6.28 12.8 

力 石 沢 八王子市上恩方町（本川） 建告第 644号 昭 8. 3.15 0.1 

 〃    (砂防堰堤) 国告第 833号 平14. 9.24 1.3 

 〃    (支川流路) 国告第 285号 平16. 3.17 0.3 

初沢地区
第１沢・ 
第２沢  

八王子市初沢町 
国告第 241号 平21. 3. 4 

第１沢 0.2 
第２沢 0.2 

国告第1166号 平25.12. 2 0.1 

中 の 沢 八王子市裏高尾町 国告第1070号 平22. 9.24 0.6 

計  106.9 

砂 防 事 業（砂防えん堤及び流路の整備）

八王子市初沢   



（2）急傾斜地崩壊対策事業 

 がけ崩れによる災害のおそれのある箇所は、人口の都市集中、都心部の地価高騰により、都

市の周辺部において山地や丘陵地の開発が誘発されたこともあり、増加傾向となっている。 

 がけ地崩壊による災害防止対策は、従来、宅地造成等規制法、建築基準法等に基づいて実施

されてきたが、「急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律」（昭和44年）が施行され、更

に強化された。 

 この事業は、都民の生命を保護するため、がけ地（人工がけを除く）の崩壊による災害発生

の恐れのある箇所を、都知事が関係市町村長の意見をきいて急傾斜地崩壊危険区域として指定

し、崩壊防止工事を実施するものである。 

 当所管内においては、平成３年度に八王子市初沢地区、平成９年度は、八王子市大和田地区、

平成10年度に日野市落川地区、平成12年度に八王子市横川地区、平成25年度に八王子市初沢（3

－3）地区の急傾斜地崩壊防止工事を完了させた。 

 平成29年度は、高尾地区及び初沢地区において、崩壊防止工事を施工する予定である。 

 平成28年度の実績と平成29年度の計画は、表－52、53 

当所管内の急傾斜地崩壊危険区域指定箇所は、表-54のとおりである。 

表－52 平成28年度 急傾斜地崩壊防止工事実績 

地  区  名 箇   所 工 事 規 模 摘  要 

高 尾 八王子市高尾町地内 法枠工 Ａ＝450㎡  

山 田 八王子市山田町地内 法面工 Ａ＝550㎡  

表－53 平成 29 年度 急傾斜地崩壊防止工事計画 

地  区  名 箇   所 工 事 規 模 摘  要 

高 尾 八王子市高尾町地内 法枠工 Ａ＝1,000㎡  

高 尾 ( 2 ) 八王子市高尾町地内 法面工 Ａ＝200㎡  

初沢 ( 3 - 4 ) 八王子市初沢町地内 法面工 Ａ＝200㎡  



表－54 急傾斜地崩壊危険区域指定箇所 

地 区 名 所 在 地 面積(ha) 指定年月日 告示番号 

八 王 子 市 初 沢 町 地 区 八王子市初沢町 1.357 平 2. 1.30 第    97号 

日 野 市 落 川 地 区 日野市落川、百草 1.076 平 5.12.13 第 1,385号 

八 王 子 市 大 和 田 地 区 八王子市大和田七丁目 0.396 平 7. 3.15 第   303号 

八王子市初沢(2 )地区 八王子市初沢町 2.521 平10.12. 2 第 1,176号 

八 王 子 市 横 川 地 区 八王子市横川町 0.451 平13. 1.16 第    43号 

八王子市初沢(3 )地区 八王子市初沢町 0.528 平17. 4.6 第  605号 

八 王 子 市 南 浅 川 地 区 八王子市南浅川町 0.832 平21. 3.9 第  339号 

八王子市初沢(3－2)地区 八王子市初沢町 0.594 平21. 3.9 第  340号 

八王子市初沢(3－3)地区 八王子市初沢町 0.955 平21.12.21 第 1,649号 

八 王 子 市 山 田 地 区 八王子市山田町、緑町 0.224 平26.11.19 第 1,541号 

八 王 子 市 高 尾 地 区 八王子市高尾町 2.982 平27. 1.20 第    62号 

八王子市高尾(2 )地区 八王子市高尾町 4.948 平29. 5.19 第  901号 

急傾斜地崩壊対策事業

高尾 急傾斜地崩壊防止工事（八王子市高尾町地内）施工状況



（3）土砂災害防止法に基づく事業【ソフト対策】 

 土砂災害防止法（「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」）は、

平成13年４月に施行された法律で、土砂災害のおそれがある土地の区域（土砂災害警戒区域）を

明らかにし、警戒避難体制の整備を図るとともに、著しい土砂災害が発生するおそれがある土地

の区域（土砂災害特別警戒区域）において一定の開発行為の制限や建築物の構造規制等を行うこ

とで土砂災害から国民の生命および身体を保護することを目的としたソフト対策を推進するため

の法律である。 

 東京都では、土砂災害危険箇所の多い西多摩地域から土砂災害警戒区域等の指定のための基礎

調査を実施しており、平成29年３月13日現在、土砂災害警戒区域10,676箇所、土砂災害特別警戒

区域8,123箇所を指定している。 

 当所においては、平成21年度から基礎調査に着手しており、西側の山間部から東にむけて、年

間約700箇所程度ずつ調査を進めている。土砂災害警戒区域等の指定は、平成24年２月29日に上恩

方町及び小津町において初めて指定し、その後、計７回（うち平成28年度は１回）追加指定して

きたことにより、現在、土砂災害警戒区域3,567箇所、土砂災害特別警戒区域3,174箇所となった。 

今年度、八王子市の一部及び日野市全域において土砂災害警戒区域等を指定し、当所管内は指

定完了の予定である。 

 管内の基礎調査の実施状況は図－21のとおりである。 

図－21 区域指定・基礎調査実施状況 
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第４ 災害対策

災害対策は、東京都の最重要課題の一つである。 

道路や河川の改修及び維持工事等は、道路や河川の機能を保持し、これらを常時適正に行うこ

とが、災害を未然に防止するための第一歩である。 

また、災害が発生した時には、被災の拡大を防ぐため、被害箇所の復旧に速やかに対応するこ

とが重要である。 

ここでは、地震、降雪、降雨により被害が生じた場合の対応について紹介する。 

（1）緊急道路障害物除去(啓開)作業 

震災時において迅速かつ適切に応急対策活動を行うためには、職員の初動態勢の確保と事

前の細部にわたる役割分担の設定及び地元協力会社との連携が重要である。 

とりわけ、道路で災害が発生した場合には、被害状況を速やかに把握するとともに、道路

上の障害物を除去し、被災者の救援・救護活動や緊急物資の輸送等を円滑に進めるための通

行路の確保が必要となる。   

このため当事務所では、「道路障害物除去（啓開）作業計画書」を策定し、震度６弱以上

の地震が発生した際の職員の初動態勢確保及び「東京都地域防災計画（震災編）」で定めた防

災拠点を連絡する緊急輸送道路（※）等の道路障害物除去（啓開）作業路線を定め、地元協力

会社の協力のもと道路上の障害物除去を行い、緊急車両の通行が可能な交通路の確保を図る

こととしている。 

 ※ 緊急輸送道路 

阪神淡路大震災での教訓を踏まえ、地震直後から発生する緊急輸送を円滑に行うため、高

速自動車国道、一般国道およびこれらを連絡する幹線道路と知事が指定する防災拠点を相互

に連絡する道路。第１次から第３次まで設定されている。 

第 1 次：応急対策の中枢を担う都庁本庁舎、立川地域防災センター、区市町村庁舎、輸送路

管理機関及び重要港湾、空港等を連絡する輸送路 

第２次：第１次路線と主要な防災拠点、放送機関、自衛隊や警察・消防・医療機関等の主要

初動対応機関、ライフライン機関、ヘリコプター災害時臨時離着陸場候補地等を連

絡する道路 

第３次：トラックターミナルや駅等の広域輸送拠点・備蓄倉庫と区市町村の地域内輸送拠点

等を連絡する路線 

その他：その他の防災拠点を連絡する路線 



（2）雪害対策 

当所管内の西部地域では、冬期の降雪により多くの交通障害が発生する。市街地の拡大に

より都道がバス路線として重要な交通路となっていることに加え、産業活動や住民生活での

自動車交通への依存度が高まっていることから、積雪時におけるスリップ事故等を防止する

とともに、通行止めに至らないよう都市機能の維持に努めている。 

降雪時には、積雪状況を把握して迅速かつ適切に除雪活動を実施しなければならないため、

「東京都建設局雪害対策要領」に基づき、「南多摩西部建設事務所雪害対策計画書」を策定し、

地元の建設会社に協力を得ている。この計画では、除雪協力会社の除雪要員の動員、除雪機

材の確保、除雪作業の分担、連絡系統について定めている。 

また、優先的に除雪が必要となる坂道や急カーブ等の箇所については、「雪害対策重点箇

所図」を作成し対応している。 

除雪作業状況（平成26年2月の大雪）

主要地方道八王子あきる野線（第46号）高尾街道 八王子市元八王子町 



（3）水害対策 

管内には多数の中小河川があり、台風などの集中豪雨時には洪水や溢水による災害の発生が

懸念される。そこで、当事務所では、これらの災害に対応する第一線の水防管理団体である八

王子市と日野市の水防活動が円滑に行われるように調整し、地域の水防活動の万全を期するた

め「東京都水防計画」に基づいて「地域水防活動の手引き」を策定している。 

この計画の主な内容は、水防組織、水防機関の活動、水防活動情報連絡系統、水防上注意を

要する箇所、水防用資器材・設備の管理や整備等であり、それぞれについて詳細に規定してい

る。 

また、水防に関する認識を高め、水防態勢の万全を期するため、毎年出水期前に水防連絡会

を開催し、水防管理団体、国土交通省京浜河川事務所、消防署、警察署等水防関係機関との情

報交換や意見交換を行い、水防計画の周知を図るとともに、「東京都水防災総合情報システム」

からの気象情報、河川水位（当事務所管内 18 箇所観測）、雨量（当事務所管内 10 箇所観測）

等の情報を的確に関係機関に伝達している。 

【南西建水防連絡会開催状況（５月２４日開催）】 

これに加え、水防上注意を要する箇所の周知として、水防関係機関と合同点検を行い、現地

の状況把握に努めている。 

【谷地川新谷開橋上流合同点検実施状況（６月１日実施）】 

さらに、河川管理者として工事中の河川からの水害発生を予防することに最大限の注意を払

うとともに、水防用資器材を倉庫に備蓄し、排水ポンプ車を有事に向けて備えている。 



本年度は、湯殿水防倉庫の建て替えを行った。また、６月に「所内排水ポンプ車操作訓練」

を実施し、７月には「多摩事務所合同排水ポンプ車操作訓練」を実施し、万全の水防態勢確保

に努めている。 

【所内排水ポンプ車操作訓練（６月８日実施）】 

【多摩事務所合同排水ポンプ車訓練（７月１２日実施）】 

他方、震災等の災害に備え、「災害時における河川施設応急復旧対策の手引き」により、地元

の建設会社に河川施設の応急対策業務に関する協力を得ている。
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